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 第１章  計画策定の背景・趣旨等  

 

１  計 画 策 定 の 背 景  

「障害 者の 日常生 活 及び社 会生 活を総 合 的に支 援す るため の 法律 (以 下「 障

害者総 合支 援法」 と いう。 )」は 、こ れ まで度 々の 改正が 行 われ、 平成 25 年

４ 月 の 改 正 法 の 施 行 で は 、 共 生 社 会 の 実 現 や 社 会 的 障 壁 の 除 去 な ど を 基 本 理

念 と す る こ と が 明 記 さ れ 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス も こ の 理 念 に 立 脚 し 体 系 が 形 作

られる こと となり ま した。  

また、 平成 28 年 ４ 月には、「障 害を 理 由とす る差 別の解 消 の推進 に関 する

法律（ 障害者 差別 解 消 法）」及び 改正「 障 害者の 雇用 の促進 等 に関す る法 律（障

害者雇 用促 進法）」が施行 され、不当 な 差別的 取扱 いを禁 止 し、合 理的配 慮の

提 供 を 求 め る な ど 、 障 が い 者 等 に 関 わ る 共 生 社 会 の 実 現 や 社 会 的 障 壁 の 除 去

などの ため の法令 等 の整備 が進 み、そ の 推進の ため の機運 が 高まり まし た。  

神奈川 県で は、「 と もに生 きる 社会か な がわ憲 章」を 平成 28 年 10 月に制 定

し 、 決 意 を 新 た に 共 生 社 会 の 実 現 の た め の 取 組 を 進 め て お り 、 令 和 ５ 年 ４ 月

には、「 当事 者目 線 の障害 福祉 推進条 例 ～とも に生 きる社 会 を目指 して ～」を

施 行 し 、 当 事 者 目 線 の 障 害 福 祉 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図

るとし てい ます。  

本 市 に お い て も 、 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 、 す べ て の 人 が お 互 い の 人 権

（ 私 た ち が 幸 福 に 暮 ら し て い く た め の 権 利 ） や 尊 厳 （ そ ん げ ん ・ そ の 人 の 人

格 を 尊 い も の と 認 め て 敬 う こ と ） を 大 切 に し 、 支 え 合 い 、 誰 も が 生 き 生 き と

し た 人 生 を 送 る こ と が で き る 社 会 を 実 現 す る 取 組 が 重 要 で あ る と 考 え て い ま

す。  

こ の 取 組 を 推 進 し て い く た め 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 が 計 画 的 ・ 効 果 的 に 提

供でき るよ う、「 第 ７期小 田原 市障が い 福祉計 画」及 び「 第 ３期小 田原 市障が

い児福 祉計 画」を 策 定する もの です。  
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障 が い 者福 祉施策 の 経緯（ 障害 者自立 支 援法 施 行以 降）  

平 成 1 8 年  

 

４ 月  障 害 者 自 立 支 援 法  施 行  

 ・ サ ー ビ ス 体 系 の 再 編 (三 障 が い 一 元 化 )   

 ・ 応 益 負 担 (定 率 負 担 )制 の 導 入  

 ・ サ ー ビ ス 報 酬 の 日 額 化  

 ・ 新 た な 支 給 決 定 (障 害 程 度 区 分 等 )の 導 入  

・ 障 害 福 祉 計 画 策 定 を 市 町 村 に 義 務 付 け  

平 成 1 9 年  

 

２ 月  障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く サ ー ビ ス 体 系 へ の 円 滑 な 移 行 を 進 め

る た め の 緊 急 的 な 経 過 措 置  

 ・ 低 所 得 者 層 の 利 用 者 負 担 の 軽 減  

 ・ 事 業 者 に 対 す る 激 変 緩 和 措 置  

平 成 2 1 年  

 

1 2 月  障 が い 者 制 度 改 革 推 進 本 部 設 置  

同 本 部 に 障 が い 者 制 度 改 革 推 進 会 議 設 置  

平 成 2 2 年  

 

６ 月  「 障 害 者 制 度 改 革 の 推 進 の た め の 基 本 的 な 方 向 に つ い て 」を 閣 議

決 定  

 ・障 害 者 総 合 福 祉 法 (仮 称 )を 平 成 2 5 年 ( 2 0 1 3 年 )８ 月 ま で に 施

行 す る こ と を 目 指 す 。  

1 2 月  障 が い 者 制 度 改 革 推 進 本 部 等 に お け る 検 討 を 踏 ま え て 障 害 保 健

福 祉 施 策 を 見 直 す ま で の 間 に お い て 障 害 者 等 の 地 域 生 活 を 支 援

す る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 (整 備 法 )  公 布  

 ・ 利 用 者 負 担 を 応 益 負 担 か ら 応 能 負 担 へ  

・ 障 害 者 の 範 囲 の 見 直 し  

(発 達 障 害 者 及 び 高 次 脳 機 能 障 害 者 に つ い て 明 記 )  

 ・ サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 作 成 対 象 者 の 拡 大  

・ 同 行 援 護 を 追 加  

平 成 2 3 年  

 

８ 月  改 正 障 害 者 基 本 法  施 行  

 ・ 目 的 規 定 の 見 直 し (共 生 社 会 の 実 現 ・ 社 会 的 障 壁 の 除 去 等 )  

 ・ 障 害 者 の 定 義 の 見 直 し (障 害 及 び 社 会 的 障 壁 に よ り 継 続 的 に

日 常 生 活 、 社 会 生 活 に 相 当 な 制 限 を 受 け る 状 態 に あ る も の )  

 ・ 差 別 の 禁 止 、 合 理 的 配 慮 の 提 供  

平 成 2 5 年  

 

４ 月  障 害 者 自 立 支 援 法 が 改 正 さ れ 、障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を

総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 (障 害 者 総 合 支 援 法 )と し て 施 行  

 ・ 基 本 理 念 を 創 設 (共 生 社 会 の 実 現 、 社 会 的 障 壁 の 除 去 等 )  

 ・ 障 害 者 の 範 囲 に 難 病 を 追 加  

 ・ 障 害 程 度 区 分 を 障 害 支 援 区 分 に  

 ・ 重 度 訪 問 介 護 等 の 対 象 拡 大  
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平 成 2 6 年  

 

２ 月  障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約  発 効  

平 成 2 8 年  

 

４ 月  障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 (障 害 者 差 別 解

消 法 )  施 行  

 ・ 不 当 な 差 別 的 取 扱 い の 禁 止  

 ・ 合 理 的 配 慮 の 提 供  

７ 月  神 奈 川 県 立 津 久 井 や ま ゆ り 園 事 件  

1 0 月  神 奈 川 県 が 「 と も に 生 き る 社 会 か な が わ 憲 章 」 制 定  

平 成 3 0 年  

 

４ 月  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律

及 び 児 童 福 祉 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律  施 行  

 ・ 自 立 生 活 援 助 、 就 労 定 着 支 援 の 創 設  

 ・ 障 害 児 福 祉 計 画 の 策 定 を 市 町 村 に 義 務 付 け  

令 和 ３ 年  

 

６ 月  障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正

す る 法 律  公 布  

・ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 の 連 携 協 力 の 責 務 の 追 加  

・ 事 業 者 に よ る 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に 係 る 必 要 か つ 合 理  

的 な 配 慮 の 提 供 の 義 務 化  

・ 障 害 を 理 由 と す る 差 別 を 解 消 す る た め の 支 援 措 置 の 強 化  

医 療 的 ケ ア 児 及 び そ の 家 族 に 対 す る 支 援 に 関 す る 法 律  公 布  

・ 医 療 的 ケ ア 児 の 日 常 生 活 ・ 社 会 生 活 を 社 会 全 体 で 支 援  

・ 個 々 の 医 療 的 ケ ア 児 の 状 況 に 応 じ た 切 れ 目 な い 支 援  

・ 医 療 的 ケ ア 児 で な く な っ た 後 に も 配 慮 し た 支 援  

令 和 ４ 年  

 

1 2 月  障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律

等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律  公 布  

・ 障 害 者 等 の 地 域 生 活 の 支 援 体 制 の 充 実  

・ 障 害 者 の 多 様 な 就 労 ニ ー ズ に 対 す る 支 援  

・ 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 に つ い て の デ ー タ ベ ー ス に 関 す る 規 定  

の 整 備  

 

２  計 画 の 法 的 根 拠 と 趣 旨  

本計画 は、障 害者 総 合支援 法第 88 条第 1 項の規 定によ る「 市町村 障害 福祉

計画」、 児童 福祉 法 第 33 条の 20 第 １ 項の規 定 に よる「 市 町村障 害児 福祉計

画」を一 体的 に策定 するも ので あ り、障 害福祉 サー ビス、相 談支援、地域 生活

支 援 事 業 、 障 害 児 通 所 支 援 及 び 障 害 児 相 談 支 援 の 提 供 体 制 の 確 保 等 に 関 す る
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事項を 定め るもの で す。  

また、障害者 総合 支 援法第 88 条 第７ 項 におい て、障 害福 祉 計画は 障害 者基

本 法 に 基 づ く 市 町 村 障 害 者 計 画 、 社 会 福 祉 法 に 基 づ く 市 町 村 地 域 福 祉 計 画 と

調和が 保た れたも の でなけ れば ならな い と定め られ ていま す 。  

なお、 この 計画は 、 障害者 総合 支援法 第 88 条第 1 項及 び 児童福 祉法 第 33

条の 20 第１ 項 の 規 定に基 づき、国 が 定 めた「 障害福 祉サ ー ビス等 及び 障害児

通 所 支 援 等 の 円 滑 な 実 施 を 確 保 す る た め の 基 本 的 な 指 針 （ 以 下 「 国 の 基 本 指

針」と いう。）」に 則 して 策 定し ていま す 。  

 

３  計 画 の 性 格  

この計 画は、「お だ わら障 がい 者基本 計 画」に おける 施策 の 基本方 向を 踏ま

えた上 で、 障害福 祉 サービ ス等 に関す る 計画と して 取りま と めたも ので す。  

したが って、「 小田 原 市障が い福 祉計画」は、「おだ わら 障が い 者基本 計画 」

と一体 的に 取り組 ん でいく もの となり ま す。  

また、「 おだ わら 障 がい者 基本 計画」が 第６次 小田 原市総 合 計画の 個別・分

野 別 計 画 と し て 位 置 付 け ら れ て い る こ と か ら 、 本 計 画 も 小 田 原 市 総 合 計 画 や

小 田 原 市 地 域 福 祉 計 画 、 県 の 当 事 者 目 線 の 障 害 福 祉 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か

つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め の 基 本 計 画 な ど の 上 位 計 画 と の 整 合 性 を 有 す る も

のとな りま す。  

 

 

  

･障害者総合支援法第 88条第１項 

（市町村障害福祉計画） 

･児童福祉法第 33条の 20第１項 

（市町村障害児福祉計画） 
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第 ７ 期 小 田 原 市 障 が い 福 祉 計 画 は 、 前 回 の 第 ６ 期 が ３ 年 間 の 計 画 期 間 で し

た が 、 令 和 ６ 年 度 か ら ６ 年 間 の 統 合 計 画 に 変 更 す る 神 奈 川 県 障 が い 福 祉 計 画

に合わ せ、令 和６ 年 度～令和 11 年度 を 計画期 間と し、当 期 間にお ける 数値目

標等と 各サ ービス の 見込量 等に ついて 定 めます 。  

また、 国の 基本指 針 に則 し て、 ３年目 に 中間見 直し を実施 す る予定 です 。  

な お 、 上 位 計 画 で あ る 第 ３ 期 お だ わ ら 障 が い 者 基 本 計 画 は 、 本 計 画 と の 将

来的な統合を視野に入れながら、計画期 間の在り方について検討していきます。 

 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

第 ５ 次 小 田 原 市 総 合 計 画  第 ６ 次 小 田 原 市 総 合 計 画  

第２期 第３期小田原市地域福祉計画 第４期小田原市地域福祉計画  

第 1 期 第２期おだわら障がい者基本計画 第３期おだわら障がい者基本計画  

第 4 期計画 第５期 障がい福祉計画 

障 が い 児 福 祉 計 画 

第 6 期 障がい福祉計画 

第 2 期 障がい児福祉計画 

第７期小田原市障がい福祉計 画 

第３期小田原市障がい児福祉計画 

 

 

 

 本 市 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 に 係 る 給 付 費 は 、 高 齢 化 と と も に 傷 病 に よ る 身

体 障 害 の 増 加 、 精 神 障 が い 者 を 含 む 通 所 訓 練 の 充 実 、 発 達 障 が い を 含 む 児 童

の早期 療育 の広が り などに より 、利用 者 数と支 給額 が年々 増 加して いま す。  

 

＜障 害 福祉 サービ ス 等及び 障害 児通所 給 付 に係 る 年 間給付 額 の推移 ＞  

 介 護 給 付  訓 練 等 給 付  障害児通所給付 
地域生活支援給付 

（ ※ ）  

H 3 0 年 度  2 , 0 6 4 , 8 7 8 , 2 3 2 円  1 , 1 0 2 , 1 1 3 , 8 0 2 円  6 0 3 , 9 8 7 , 5 9 3 円  7 2 , 2 3 1 , 6 5 4 円  

R 元 年 度  2 , 1 5 0 , 2 3 5 , 3 7 9 円  1 , 1 5 4 , 9 7 1 , 3 5 6 円  6 6 2 , 1 3 2 , 3 6 7 円  8 1 , 5 4 9 , 7 6 1 円  

R２ 年 度  2 , 1 7 4 , 7 4 8 , 7 0 0 円  1 , 1 9 4 , 1 6 3 , 0 5 8 円  7 0 5 , 3 2 8 , 7 7 8 円  7 7 , 8 6 6 , 7 2 2 円  

R３ 年 度  2 , 2 5 9 , 0 0 2 , 6 7 4 円  1 , 2 6 4 , 7 2 2 , 6 9 8 円  7 2 4 , 3 6 9 , 1 4 4 円  8 3 , 3 4 4 , 2 1 3 円  

R４ 年 度  2 , 2 2 4 , 6 8 1 , 9 8 6 円  1 , 5 1 8 , 8 2 6 , 3 3 1 円  7 9 7 , 7 3 0 , 0 1 5 円  8 3 , 7 3 6 , 7 8 4 円  

４  計 画 の 期 間  

５  財 政 状 況 の 推 移

委  

※ 本 計 画 で「 地 域 生 活 支 援 給 付 」と は 、移 動 支 援 、日 中 一 時 支 援 、訪 問 入 浴 を 指 し ま す 。 

 中間見直し  
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 過去 ５年 間で約 ８ 億円が 増加 し 、そ の うち 障 害者 手帳を 要 せず利 用で きる

訓練等 給付 が 約４ 億 円、障 害児 通所給 付 で 約２ 億円 が増加 し ていま す。 特

に、 就 労継 続支援 Ｂ 型、放 課後 等デイ サ ービス が大 きく増 加 してい ます 。  

 

 

＜障 害 者手 帳所持 者 数と人 口比 率 の推 移 ＞  

 過去 ２７ 年間で 障 害者手 帳の 取得者 は 約２倍 に な ってお り 、特に 精神 保健

福祉手 帳の 取得者 の 伸びが 大き くなっ て います 。ま た、障 害 者手帳 取得 者の

本市の 人口 に対す る 比率も ２倍 以上と な ってい ます 。  

 

3,843,211,281 
4,048,888,863 

4,152,107,258 

4,331,438,729 
4,624,975,116 

1,000,000,000

2,000,000,000

3,000,000,000

4,000,000,000

5,000,000,000

0

500,000,000

1,000,000,000

1,500,000,000

2,000,000,000

2,500,000,000

H30 R01 R02 R03 R04

年間給付額の推移

介護給付 訓練等給付 障害児通所給付 地域生活支援 合計

3,989 
4,759 

5,636 
6,366 6,531 6,781 

811 

911 

1,086 

1,408 1,564 
1,891 

258 
390 

493 

600 

1,010 

1,554 

2.5%

3.0%

3.6%

4.2%

4.7%

5.5%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成28年 令和４年

身体障害者手帳 療育手帳 精神保健福祉手帳 人口比
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第２章  計画の基本理念と基本目標  

本 計 画 は 、 障 が い 者 等 の 地 域 生 活 を 支 援 す る た め の サ ー ビ ス 等 の 基 盤 整 備

に、令和 11 年度 末 の目標 を設 定する と ともに 、サー ビス 等 を提供 する ための

体制の 確保 が 、総 合 的かつ 計画 的に図 ら れるこ とを 目的と し たもの です 。  

１  基 本 理 念  

「 お だ わ ら 障 が い 者 基 本 計 画 」 の 基 本 理 念 で あ る 「 一 人 ひ と り が 生 き が い

や 役 割 を 持 ち 、 助 け 合 い な が ら 暮 ら し て い く こ と が で き る 「 地 域 共 生 社 会 の

実現」」 を踏 まえ 、 本計画 も「 地域共 生 社会の 実現 」を基 本 理念と しま す。  

 

＜地域 共生 社会の 実 現に向 けた ３つの 柱 ＞  

基 本 理 念 に 基 づ き 、 次 の ３ つ の 柱 を 軸 と し た 本 計 画 の 取 組 を 通 じ て 、 障 が

い福祉 の充 実を図 る ととも に、「持続 可能 な障が い福 祉 」を実 現して い き ます。 

 

（ 1）  生きが いを 持って つ ながり 合う 地域 づ く り  

 障が い者 が住み 慣 れた地 域で、生き が いを持 って 社会参 加 をする ため に、

障 害 福 祉 サ ー ビ ス の み な ら ず 、 文 化 施 策 な ど の 他 分 野 の 取 組 や 、 地 域 団 体

や 民 間 事 業 者 の 地 域 交 流 も 含 め 、 様 々 な コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 で 、 障 が い 者 も

地域で 支え 合う主 体 として 、つ ながり 合 う 地域 づく り を目 指 します 。  

（ 2）  自立 する力 を 育むサ ービ ス 提供 体 制  

 障 が い 者 が 、 サ ー ビ ス 利 用 を 通 じ て 自 分 自 身 で で き る 力 を 最 大 限 に 育 て

ら れ る よ う 、 ラ イ フ ス テ ー ジ や 障 が い の 状 態 の 変 化 に 合 わ せ て 多 様 な サ ー

ビ ス が 選 択 で き る ほ か 、 各 事 業 所 に 必 要 な 専 門 性 の 向 上 に 寄 与 し 、 必 要 と

する方 が必 要と す る サービ スを 受けら れ る提供 体制 の確保 を 目指し ます 。  

（ 3）自 己決 定を 支 える 多 角的 な 相談 支 援 体制   

  一 人 ひ と り が 自 分 ら し い 暮 ら し に 向 け て 、 多 様 な 選 択 肢 の 中 か ら 自 分 に

合 っ た サ ー ビ ス を 選 択 す る た め に は 、 自 己 決 定 を 支 援 す る 相 談 体 制 が 不 可

欠 で す 。 制 度 の 枠 組 み を 超 え て 柔 軟 に 対 応 で き る よ う 、 多 様 な 支 援 機 関 と

の協力 体制 に立脚 し た、多 角的 な相談 支 援体制 の充 実を目 指 します 。  
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２  基 本 目 標  

本 計 画 の 基 本 理 念 と 障 害 者 総 合 支 援 法 及 び 児 童 福 祉 法 の 趣 旨 を 踏 ま え て 、

本 計 画 に お け る 基 本 目 標 を 次 の よ う に 定 め 、 個 々 の 目 標 の 達 成 に 向 け て 取 り

組んで いく ことと し ます。  

（１） 生き がいを 持 ってつ なが り合う 地 域づく り  

基本目 標 １  障が い 種別に よら ない一 元 的な障 害福 祉サー ビ スの実 施  

 基本 目標 ２  社 会 参加を 支え る 取組  

（２） 自立 する力 を 育むサ ービ ス提供 体 制  

基本目 標 ３  入所 施 設等か ら地 域生活 へ の移行 の促 進  

基本目 標 ４  福祉 施 設から 一般 就労へ の 移行の 推進  

 基本 目標 ５  障 が い 児の 健や かな育 成 のため の支 援  

基本目 標 ６  特別 な 支援が 必要 な障が い 者・児 に対 する支 援 体制の 整備  

（３） 自己 決定を 支 える 多 角的 な 相談 支 援  

基本目 標 ７  包括 的 な 相談 支援 体制の 構 築  

基本目 標 ８  障が い 福祉人 材の 確保・ 定 着  

  

                    

                 

 

 

サービス提供体制の充実  

地域交流  
多 様 な 機 関

との連携  
相談支援体制  

相談支援を通じてサービスにつなぐ  

利用者の社会参加を支える  様々な関係機関と連携をする  

障がい者  
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基本目 標 １  障が い 種別に よら ない一 元 的な障 害福 祉サー ビ スの実 施  

 

（１）現状認識  

  障 が い 者 を 取 り 巻 く 状 況 と し て 、 多 様 な 症 状 を 持 つ 難 病 へ の 支 援 、 ア

ル コ ー ル や ギ ャ ン ブ ル 等 を は じ め と す る 依 存 症 対 策 、 障 が い の あ る 児 童

や大人 への 虐待 へ の 対応 な ど、新 た に 取 り組む べき 課題 が 生 じてい ます。 

こ れ ら は 、 様 々 な 専 門 機 関 と 連 携 し 、 本 市 の 地 域 特 性 を 踏 ま え た 障 が

いの種 別に よらな い 一元的 な障 害福祉 サ ービス の実 施が必 要 です。  

 

（２）課題  

・回復 期の通 院継 続 や、自 助グル ープ 等 につな ぐ相 談支援 が 重要で ある。 

・依存 症当事 者が 、日常生 活の 中で孤 立 すると 、再発 のリ ス クが高 まる。  

・支援 者側の 疾病 へ の理解 や、ど こか ら が虐待 かと いう事 例 共有が 重要。 

 

（３）基本的な考え方  

 ①障 害者 総合支 援 法に基 づく 難病患 者 への支 援  

    多 様な症 状 や障が い等 その特 性 に配慮 しな がら、 難 病相談 支援 セン  

ター、 公共 職業安 定 所、医 療機 関等の 専 門機関 と連 携し、 障 害福祉 サ

ービス の利 用も含 む 支援体 制を 整備 し ま す。  

 

 ②依 存症 に対す る 日常生 活の 支援  

依存症 への 誤解や 偏 見を解 消す るため に 、広く 普 及啓 発 を 行 います。 

回 復 期 に は 、 家 事 援 助 や 通 所 訓 練 な ど 必 要 な サ ー ビ ス の 利 用 を 進め

な が ら 、 当 事 者 が 日 常 生 活 の 中 で 孤 立 し な い よ う 、 地 域 交 流 や 生 涯 学

習、自助 グル ープ な ど様々 な資 源を活 用 した包 括的 な支援 を 進めま す。 

   

 ③虐 待を 受けた 方 （大人 含む ） への 支 援体制 の整 備  

   虐 待 の 問 題 は 家 庭 内 や 施 設 内 で 表 面 化 し づ ら く 、 支 援 者 も 対 応 に 迷

うため、小田 原市・箱根町・真鶴 町・湯 河原町 地域 障害者 自 立支援 協議

会 等 で事 例 共有 を 図 るな ど、 支 援者 の 理 解促 進 と 早 期発 見 を 図り ます。 
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基本目 標２  社会 参 加を支 える 取組  

 

（１）現状認識  

障がい 者等 が 地域 に おける 社会 参加を 促 進する ため、「 お だ わら 障 がい

者基本 計画 」に位 置 づけら れた 様々な 取 組を各 分野 で進め て います 。  

本市と して も、 地 域 の中で 文化 芸術を 享 受鑑賞 し、 創造や 発 表等の 多様

な活動 に参 加する 機 会やス ポー ツやレ ク リエー ショ ン活動 へ 参加す る機 会

の創出 に取 り組む ほ か、地 域団 体や民 間 法人に おい ても地 域 交流の 活動 を

進めて いる ため、 様 々な地 域資 源と連 携 してい くこ とが大 切 で す。  

ま た、 ＩＣ Ｔ 機器 の 普及に より 、障が い 特性（ 聴覚 、言語 機 能、視 覚な

ど）に 合わ せ 、当 事 者を支 える 活用が 可 能にな りつ つあり ま す。  

 

＜主な 啓発 イベン ト の参加 者数 ＞             令和４ 年度  

11/20(日 )  パ ラ ス ポ ー ツ 体 験 会    約 162 名  

10/８ (土 )  お だ わ ら ハ ー ト フ ェ ス タ    約 166 名  

 12/3（ 日 ）  

～ 1 2/4（ 月 ）  
お だ わ ら つ な が る 福 祉 展  計 354 名  

 

（２）課題  

 ・ 障 が い 者 等 は 通 い な れ た 作 業 所 等 の 固 定 の コ ミ ュ ニ テ ィ が 居 場 所 と な り

やすい ため 、幅広 く 地域と つな がるき っ かけが 大 切 である 。  

 ・ 各 種 の 啓 発 イ ベ ン ト の 開 催 に は 、 協 力 す る 障 が い サ ー ビ ス 事 業 者 の 負 担

が大き い た め、 よ り 気軽に 日常 的に 開 催 できる のが 望まし い 。  

  ・イベント等の参加者は障がい者等と関係がある人が多く、参加者層を広げたい。  

 

（３）基本的な考え方 と主な取組  

障 が い 者 等 が 地 域 に 多 く の コ ミ ュ ニ テ ィ を 持 て る よ う 、「 小 田 原 市 地 域 福

祉 計画 」と の連携 を 図りな がら 、地域 資 源を生 かし 、つな が り を創 出し ます。  

また、市 民へ の 理 解 啓発に より 、地域 へ 心のバ リア フリー を 働きか けると

と もに 、当 事者 や支 援者と の交 流を通 じ 、体験 とし て理 解を 深 めて いき ます。 
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①  各種の 啓発 イベン ト の実施  

「おだ わら 障がい 者 基本計 画 」に基 づき 、ス ポー ツやレ クレ ーショ ン

を 通じ て市 民への 意 識啓発 を図 るイベ ン トや展 示を 実施し 、地域づ くり

に取り 組む 住民を は じめ、幅 広い 世代 に 障がい への 理解促 進 を図り ます。 

    また 、各種 製 品の販 売の 場を求 め る事業 所へ の場づ く りや支 援を 通じ

て、市民 が日 常的に 障がい 者と 触れ合 う 機会の 創出 を検討 し ていき ます。 

 

②  当事者 の 生 活を支 え る ＩＣ Ｔ 機 器の 活 用 検討  

   障 が い 当 事 者 が 、 日 常 的 に あ る ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト の ほ か 、

日 常 生 活 用 具 に お け る Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 活 用 を 通 じ て 、 個 々 の 障 が い 特 性 を

補いな がら 、自ら 意 思疎通 がで きるよ う な支援 方法 を検討 し ます。  

  ま た 、 行 政 窓 口 に お い て も 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 活 用 に よ り 障 が い 者 と の 円

滑なコ ミュ ニケー シ ョンが 図れ るよう 検 討して いき ます。  

 

③  外出支 援に よる 地 域 コミュ ニテ ィへの 参 加促進  

   地 区 の 社 会 福 祉 協 議 会 や 市 民 団 体 等 を 中 心 と し た サ ロ ン 活 動 や 子 ど も

食 堂 の ほ か 、 趣 味 や ボ ラ ン テ ィ ア の 集 ま り な ど 、 様 々 な コ ミ ュ ニ テ ィ が

あ り ま す 。 外 出 を 支 援 す る 移 動 支 援 や 日 中 一 時 支 援 を 通 じ 、 障 が い 者 に

地 域交 流の 体験 を 促 しなが ら、地 域に 障 がいへ の理 解を 広 め ていき ます。 

  

④  民間法 人の 取組の 支 援  

   障 が い 福 祉 に 携 わ る 法 人 は 、 地 域 と の 共 生 を 目 指 し て 様 々 な 地 域 交 流

の 取 組 を し て い ま す 。 他 市 の 事 例 な ど を 参 考 に 、 障 が い 者 本 人 と 地 域 を

つなぐ 活動 として 、 民間の 取組 への支 援 を検討 しま す。  

 

＜民間 の取 組の例 ＞  

・施設 送迎 車を利 用 した乗 り合 わせ  

・地域 の清 掃 活動  

・地域 交流 カフェ の 運営  など  
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基本目 標３  入所 施 設等か ら地 域生活 へ の移行 の推 進  

 

（１）  現状認識  

  障 が い 者 が で き る か ぎ り 自 分 ら し く 地 域 で 生 活 で き る よ う 、 入 所 施 設 や

病院か らの 地域生 活 移行を 推進 し て、グ ループ ホー ムの数 も 増えて い ま す。 

施 設 入 所 者 の 地 域 生 活 へ の 移 行 は 進 め ら れ て き ま し た が 、 現 在 は 長 期 利

用者が 多く 、ここ 数 年 は地 域移 行 支援 の 利用も 少な くなっ て います 。  

特 に 強 度 行 動 障 害 が あ る 方 は 、 在 宅 で の 介 護 は 家 族 側 の 負 担 も 大 き く 、

施 設 入 所 や グ ル ー プ ホ ー ム 入 居 を 希 望 す る 方 も 多 い で す が 、 施 設 側 も ハ ー

ド面の 整備 や 専門 的 な職員 不足 等によ り 、 十分 に受 け入れ が できま せん 。  

   

＜各種 サー ビスの 年 間 実利 用人 数の推 移 ＞        各 年度 ４ 月～ ３月  

 令 和 元 年 度  令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

施設入所支援 ２ ０ ４ 人  ２ ０ ３ 人  ２ ０ ２ 人  ２ ０ ０ 人  １ ９ ４ 人  

共同生活援助 ２ ２ １ 人  ２ ２ １ 人  ２ ４ ６ 人  ２ ７ ９ 人  ２ ８ １ 人  

地域移行支援 １ 人    １ 人  １ 人    １ 人  ０ 人  

                      ※ 令和５ 年 度は４ 月～ ９月  

（２）  課題  

・ 長 年 に 渡 り 入 所 し て い る 方 や そ の 家 族 に と っ て 、 施 設 を 出 る メ リ ッ ト

をイメ ージ しづら く 、８割以 上が 施設 併 設の生 活介 護を利 用 してい る。 

・入所 施設 やグル ー プホー ムは 、職員 不 足や専 門性 不足に 悩 んでい る。  

  ・ 地 域 移 行 支 援 を 担 う 計 画 相 談 事 業 所 に と っ て 、 長 期 入 所 者 の 地 域 生 活

移行に か か る調整 の 負担は 大き く、通 常 の計画 作成 に とど ま ってい る。 

 

               

 

 

           

家族の 休息 のため の 利用  

 

施設併設の生活介護  

在宅での生活  

施設入所  

精神科病院  

グループホーム等  

 

短期入所  地域移行支援  

外部の通所施設  
外部利用の促進  

入所者の地域移行  希望する方の入所  

 

 

 

地域生活移行に向けた  

コーディネート機能  



 
13 

（３）基本的な考え方と主な 取組  

  長 期 利 用 者 が 地 域 で 暮 ら し た い と 感 じ ら れ る よ う 外 部 の 通 所 施 設 の 利 用

を 促 し 、 地 域 生 活 移 行 に 向 け て 段 階 的 に 支 援 を し ま す 。 ま た 、 受 け 皿 と な

るグル ープ ホーム や 職員不 足に 悩む入 所 施設へ の支 援の充 実 を図り ます 。  

 

①  施設入 所中 の 地域 生 活の体 験機 会の創 出  

   長 期 的 に 入 所 し て い る 方 が 、 地 域 で の 生 活 を イ メ ー ジ で き る よ う 、 で

きるだ け外 部の生 活 介護や 就労 継続支 援 Ｂ型な どの 利用を 促 します 。  

ま た 、 日 中 一 時 支 援 や 移 動 支 援 な ど を 通 じ て 入 所 ・ 入 院 中 の 外 出 を 支

援する こと により 、 障がい 当事 者の自 信 と意欲 を高 め ます 。  

 

②  地域生 活移 行に向 け たコー ディ ネート 機 能の強 化  

施設 入 所 者の 多 く は 計画 相 談 支援 を 利 用 して い ま す。 地 域 生 活移 行へ

の方 針 を 踏ま え た サ ービ ス 計 画作 成 を 促 進す る と とも に 、 事 業者 へ の地

域移 行 支 援へ の 対 応 を求 め ま す。 ま た 、 施設 入 所 にお け る 生 活訓 練 や地

域生 活 移 行に 向 け た 調整 役 と なる ス タ ッ フの 配 置 への 支 援 を 検討 し ま す。 

 

③  居住の 場と してグ ル ープホ ーム の質的 ・ 量的な 充実    

地域 生 活 への 受 け 皿 づく り と して 、 基 幹 相談 支 援 セン タ ー を 主に グル

ープ ホ ー ムの 新 規 開 設者 へ の 情報 提 供 ・ 開設 支 援 等に 取 り 組 み ま す 。ま

た、 日 中 サー ビ ス 支 援型 グ ル ープ ホ ー ム の活 用 や 、 強 度 行 動 障害 や 医療

的ケア の 必 要な 方 に も対応 でき る よう 専 門性の 向上 に寄与 し ます。  

 

④  精神障 がい にも対 応 した地 域包 括ケア シ ステム の構 築  

精 神 病 院 に お け る 長 期 入 院 患 者 の 地 域 生 活 移 行 に 当 た っ て は 、 グ ル ー

プ ホ ー ム 等 の 地 域 援 助 事 業 者 、 生 活 を 見 守 る 計 画 相 談 事 業 所 や 、 日 中 の

介護や 通所 事業所 、地域団 体も 含めて 地 域全体 で支 えるこ と が重要 です。 

「地 域 精 神保 健 福 祉 連絡 協 議 会」 な ど 、 県の 取 組 と連 携 し て 病院 側へ

の啓発 等を 進める ほ か、「小 田原市・箱 根町・真 鶴町・湯河 原町地 域障 害

者自立 支援 協議会 」 を通じ て支 援者側 の 連携強 化に 取り組 み ます。   
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基本目 標４  福祉 施 設から 一般 就労へ の 移行の 推進  

 

（１）  現状認識  

  就 労 移 行 支 援 の 利 用 期 間 は 原 則 ２ 年 間 で す が 、 短 期 間 で 就 職 に 至 る 利 用

者 も 多 く 、 効 果 的 な 支 援 と 考 え ま す 。 ま た 、 雇 用 を 前 提 と す る 就 労 継 続 支

援 Ａ 型 の 市 内 事 業 所 数 は 現 在 ２ カ 所 と 少 な い 一 方 、 雇 用 を 前 提 と し な い 就

労 継 続 支 援 Ｂ 型 は 事 業 所 の 数 、 種 類 と も に 増 加 し て い ま す が 、 年 齢 の 要 件

や利用 期間 の定め は ないた め、 利用が 長 期化す る傾 向があ り ます 。  

重 度障 がい の方 が 利 用する 生活 介護は 、利用で きな い方が 生 じてい ます。 

 

訓 練 等 給 付 の  

サ ー ビ ス 種 類  

令 和 ２ 年 １ ０ 月 時 点  令 和 ５ 年 １ ０ 月 現 在  

実 利 用 人 数  市内事業所 実 利 用 人 数 ※  市内事業所 

就 労 移 行 支 援  27 人  ( 2.7%)  ２  53 人 （  4.9％ ） ４  

就 労 継 続 支 援 Ａ 型  36 人  ( 3.7%)  １  47 人 （  4.4％ ）   ２  

就 労 継 続 支 援 Ｂ 型  444 人 （ 45.1%）  １ ８  525 人 （ 48.5％ ） ２ ５  

生 活 介 護  477 人 （ 48.5%）  １ ４  457 人 （ 42.2％ ） １ ５  

                       ※ 12 月 に 集計し た請 求分  

（２）  課題  

  ・ 就 労 移 行 支 援 や 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 は 事 業 所 が 市 内 に 少 な く 、 利 用 希 望

する方 は遠 方まで 通 う必要 があ り、通 所 交通費 が年 々増加 し ている 。  

  ・ 生 活 介 護 は 長 年 利 用 す る た め 新 規 の 受 け 入 れ が 難 し く 、 多 く が 併 設 す

る施設 の 入 所者で あ るため 、在 宅の希 望 者 が入 れな いこと が ある 。  

  ・ 就 労 継 続 支 援 は 利 用 条 件 に 区 分 認 定 が な く 、 計 画 相 談 支 援 を 利 用 し な

い方も 多い ため、客 観的評 価や 助言が な いま ま 利用 が長期 化 しやす い。 

 

（３）基本的な考え方と主な 取組  

   通 所 訓 練 系 サ ー ビ ス の 利 用 者 の 力 を 最 大 限 に 伸 ば し て い く た め に は 、

生 活 介 護 か ら 就 労 継 続 支 援 、 さ ら に は 就 労 移 行 支 援 へ と い っ た 、 利 用 者

の 状 態 や 希 望 に 合 わ せ て ス テ ッ プ ア ッ プ し て い く 利 用 を 促 し て い き ま す 。 
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①  就労に 向け たサー ビ スの利 用促 進  

市 内 で 数 少 な い 就 労 移 行 支 援 と 就 労 継 続 支 援 Ａ 型 に 対 し 、 就 労 継 続

支 援 Ｂ 型 の 事 業 所 の 増 加 が 顕 著 な こ と を 踏 ま え 、 各 事 業 種 別 の 適 正 な

定員確 保策 も含め 、ニーズ に合 った 利 用 者割合 にな るよう 検 討しま す 。 

 

②  就労移 行 支 援の積 極 的活用  

就 労 移 行 支 援 は 、 原 則 ２ 年 間 の 利 用 上 限 が あ り ま す が 、 退 職 や 転 職

に よ り 必 要 と す る 資 格 や ス キ ル が 異 な る 場 合 は 、 個 々 の 状 況 に か ん が

みて利 用を 認め る こ とがで きる ため 、 積 極的に 活用 し ます 。  

 

③  生活介 護か ら就労 継 続支援 Ｂ型 への 移 行 促進  

生 活 介 護 利 用 者 の う ち 、 障 が い の 程 度 や 就 労 へ の 希 望 に よ り 、 就 労

継 続 支 援 Ｂ 型 の 併 用 を 認 め 、 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 へ の 移 行 を 促 す こ と に

より 、新 たに 生 活介 護を希 望す る方が 、利用で きる ことを 目 指しま す。  

  

④  就労継 続支 援Ｂ型 へ のアセ スメ ントの 導 入  

 就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 は 、 利 用 者 の 障 が い の 程 度 も 多 様 で 、 就 労 訓 練 や

日 中 活 動 の 場 な ど 利 用 目 的 も 様 々 で す 。 適 切 な 時 期 に 、 本 人 の 就 労 希

望や作 業状 況等に つ いて、事業 所 等を 通 じた ア セス メント を 図 りま す。 

 

⑤  計画相 談支 援の利 用 促進  

 利 用 者 の 成 長 や 希 望 の 変 化 に よ り 、 必 要 な サ ー ビ ス を 見 極 め て ス テ

ップア ップ を促す た めに、 計画 相談支 援 の活用 を促 進しま す 。  

また 、就 労に向 けた 相談窓 口で ある「障 害者 就 業 ･生 活 支 援 センタ ー」

とも連 携し、新たに 創設さ れる「 就労選 択支援」の活 用も検 討しま す。  

 

⑥  年齢や 利用 目的に 沿 った 利 用基 準の検 討  

 利用 者の 年齢層 や 目的は 様々 で 、就 労 に向け た訓 練目的 の 若年者 も 、

工 賃 や 社 会 と の 繋 が り を 求 め て 利 用 す る 高 齢 者 も い ま す 。 障 が い 者 の

雇用支 援や 地域交 流 等も活 用し つつ 、 適 正な利 用基 準を 検 討 します 。   
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基本目 標 ５  障が い 児の健 やか な育成 の ための 発達 支援  

  

（１）現状認識  

 療育 を必 要とす る 児童に つい ては 、早 期発見・早 期支 援を 進めて いる 中、

発達障 がい への市 民 の認知 も広 がり、 利 用児童 数は 年々増 加 してい ます 。  

 特 に 、 小 学 校 ～ 高 校 に あ た る 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス は 利 用 者 数 、 事 業 所

数とも に大 幅に増 加 してお り、 一人当 た り利用 日数 も増加 し ていま す。  

 ま た 、 大 人 の 計 画 相 談 支 援 と 比 べ 、 児 童 相 談 支 援 の 利 用 率 は 約 ３ 割 と 少

な く 、利用 を必 要と しない 世帯 がいる 一 方、希望者 が利 用で きてい ませ ん 。  

 

障害児通所支援

サ ー ビ ス 種 類  

平 成 ３ ０ 年 度 （ 10 月 現 在 ）  令 和 ５ 年 度 （ 10 月 時 点 ）  

実利用者数 利 用 日 数 (平 均 )  実利用者数 利 用 日 数 (平 均 )  

児 童 相 談 支 援  207 人  ― （ 支 給 決 定 者 数 ） 221 人  ― （ 支 給 決 定 者 数 ） 

児 童 発 達 支 援  213 人  1814 日 (8.5 日 /人 )  267 人  1814 日 ( 6.8 日 /人 )  

放 課 後 等 デ イ  294 人  3621 日 (12.3日/人) 394 人  4853 日 ( 12.3日/人) 

保 育 所 等 訪 問  7 人    7 日 ( 1.0 日 /人 ） 12 人   13 日 ( 1.1 日 /人 ） 

                     ※ 12 月 に集計 した請 求分  

（２）課題  

 ・ 療育 手帳 を 取得 する例 は少 なく 、障 害児相 談支 援の利 用 も少な いた め、

必要な 療育 の内容 や 支給量 につ いて、 客 観的な 評価 が不足 し ている 。  

 ・ 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス は 、 障 が い の 程 度 に 関 わ ら ず 申 込 順 で 利 用 で き

て お り 、 一 人 当 た り の 利 用 日 数 が 多 い た め 、 利 用 希 望 者 数 が 事 業 所 の

定員を 超え て「 利用 したい が利 用でき な い」という 世帯 が 生 じてい る 。  

 

（３）基本的な考え方 と主な 取組  

「 療 育 を 必 要 と す る 」 児 童 に 早 期 に 必 要 な 支 援 が 行 き 渡 る よ う 、 支 給 量

は 、 児 童 の が い 特 性 や 程 度 に か ん が み て 判 断 す る と と も に 、 児 童 の 成 長 段

階 に 合 わ せ た サ ー ビ ス 利 用 を 促 す こ と で 、 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 、 す

べての 児童 が 共に 成 長でき るよ う、学 校 や 地域 社会 への包 容 を推進 しま す。 
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①  「療育 が必 要な児 童 」の早 期発 見  

 発 達 の 遅 れ に 心 配 を 感 じ た 段 階 か ら 、 ご 家 族 が 早 期 に 相 談 し 、 療 育 の

必要性 を判 定でき る よう、保健、医療 、教 育等の 関係 機関と 連 携しま す。  

ま た 、 そ の 中 核 と な る 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー に は 、 増 加 す る 発 達 障 が

いの相 談も 含め様 々 に対応 でき るよう 、 各事業 所と の連携 を 図りま す。  

 

②  保育所 等訪 問支援 の 積極的 な活 用  

保育所 等訪 問支援 は 、保 育園 や小学 校な どを訪 問し 、障 がい 児が集 団

生 活 に 適 応 す る た め の 専 門 的 な 支 援 や 支 援 者 側 へ の 助 言 等 を 行 い ま す 。   

インク ルー ジョン の 観点か ら、中 学校 や 放課後 児童 クラブ な どの 日常

の場で の利 用を積 極 的に行 い、 受け入 れ 環境が 整う よう支 援 します 。  

 

③  サービ ス支 給 量の 段 階的な 決定  

 必要 とす る児童 が 必要な 時に「療 育」を受け られ るよう 、それぞ れに

適正な 利用 量を判 断 する必 要が ありま す 。障 がい の程度 や家 庭の状 況等

により 一定 の基準 を 新たに 設け ながら 、サービ ス利 用後の 児 童の成 長と

モ ニ タ リ ン グ に 沿 っ て 、 利 用 量 を 段 階 的 に 決 定 す る 手 法 を 検 討 し ま す 。 

 

④  障害児 相談 支援の 利 用 率の 増加  

  上 記 の よ う な 児 童 の 障 が い 特 性 や 年 齢 ご と の 変 化 に よ り 、 必 要 な サ ー

ビスを 選定 してい く には、 障害 児相談 支 援の活 用が 必要で す 。  

  モ ニ タ リ ン グ 等 に 基 づ き サ ー ビ ス の 利 用 量 を 段 階 的 に 決 定 す る こ と で 、

障 害 児 相 談 支 援 の 利 用 率 向 上 を 図 り ま す 。 ま た 、 相 談 支 援 を 調 整 役 と し

て、放課 後児 童ク ラ ブ等の 日常 の受け 入 れ先へ の調 整支援 を 促進し ます。 

 

⑤  保護者の学びの機会への支援  

保護者 等が 子ども の 発達障 がい の特性 を 理解し 、必要な 知識 や 適切 な

対応を 学ぶ ことで 、 障害児 通所 支援と の 相乗効 果 が 得られ ま す。  

関係機 関に よるペ ア レント トレ ーニン グ や、日常 的な 支 援者 との関 わ

り を 通 じ て 、 保 護 者 の 学 び を 深 め る 機 会 を 得 ら れ る よ う 取 り 組 み ま す 。 
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基 本目 標６  特別 な 支援が 必要 な障が い 者・児 に対 する支 援 体制の 整備  

＜特別な支援が必要な障がい者（大人）について＞  

（１）現状認識  

   強 度行 動障 害 は障がい者 本人の問題でなく、合理的配慮がなされなか

った結果として誘発されるものと考えます。強度行動障 害のある方 は、

施設入所を希望する ことも多く、定員を超え た入所も難しいため、在

宅生活を続ける 中 で介護する家族の負担も大きいのが現状です。  

   また、胃ろうや痰吸引などの医療的ケアを必要とする 方は、全体の

２．６％を占めます。本市では医療的ケア児の放課後 等デイサービス

事業所への補助はあるものの、大人に対する補助は ありません。  

      

 <医療的ケアを必要とする方 の現状 >       令和５年６ 月時点  

対 象 者 数  医 療 的 ケ ア の 内 容 （ 重 複 を 含 む 延 べ 人 数 ）  

４ ５ 名  ・ 痰 吸 引    ３ ６ 名   ・ 人 工 呼 吸 器  １ １ 名   

・ 経 管 栄 養   ２ ７ 名   ・ 尿 カ テ ー テ ル  ４ 名  

 

（２）課題  

・ 在 宅 で 暮 ら す 強 度 行 動 障 害 の あ る 方 や 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 方 が 、

介護す る家 族の休 息 や緊急 時に 利用で き る短期 入所 事業所 が 少ない 。  

  ・ 強 度 行 動 障 害 の あ る 方 の 外 出 時 の 支 援 を す る 行 動 援 護 は 、 事 業 所 数 も

市内で ３ カ 所 であ り 、利用 者数 も３人 (令和５ 年３ 月時点 )と少な い。  

 

（３）基本的な考え方 と主な取組  

強 度 行 動 障 害 の あ る 方 、 医 療 的 ケ ア を 要 す る 方 に 対 し 、 適 切 か つ 充 分

な 支 援 が で き る よ う 、 神 奈 川 県 の 支 援 等 を 受 け な が ら サ ー ビ ス 提 供 体 制

を強化 しま す。  

 

①  専門性 のあ る支援 者 の養成  

県が実 施す る「強 度 行動障 害支 援者養 成 研修」を広く 周知 し 、民間 の受

け皿が 増え るよう サ ービス 提供 体制の 強 化に努 めま す。  
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②  短期入 所利 用促進 に 向けた 支援  

   強 度 行 動 障 害 の あ る 方 や 常 時 医 療 的 ケ ア が 必 要 な 障 が い 者 を 受 け 入 れ

る 短 期 入 所 事 業 所 が 増 え る よ う 、 国 や 県 の 補 助 事 業 の 活 用 も 含 め 、 短 期

入所の 利用 促進に 向 けた 支 援を 検討し ま す。  

 

③  行動援 護の 利用促 進  

 強 度 行 動障 害 の あ る方 を 支 援す る 家 族 の休 息 （ レス パ イ ト ）の た めに

は 、 短 期 入所 だ け で なく 、 外 出を 支 援 す る行 動 援 護の 利 用 の 促進 を 図り

ま す。  

   

＜特別な支援が必要な障がい児（子ども）について＞  

（１）現状認識  

現 在 、 重 症 心 身 障 が い 児 や 医 療 的 ケ ア を 要 す る 児 童 を 受 け 入 れ て い る 市

内 事 業 所 は 児 童 発 達 支 援 が ３ 、 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス が ４ 、 短 期 入 所 は ２

カ所で す。 保育園 、 幼稚園 での 受け入 れ 体制も 徐々 に 整備 さ れてい ます 。  

医 療 的 ケ ア 児 に つ い て は 、 本 市 独 自 の 補 助 と し て 、 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ

ス事業 所に 対し 「 医 療的ケ ア提 供体制 整 備事業 」 を 実施し て い ます 。  

 

 ＜医 療的 ケアを 要 する児 童数 ＞         令和５ 年 １０ 月 時点  

分 類  総 数  う ち サ ー ビ ス 利 用  

未 就 学 児  ８ 人  児 童 発 達 支 援       ５ 名   

就 学 児  19 人  放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス  15 名  

 

（２）課題  

  ・介護する家族の休息や、保護者の入院などの緊急時に、重症心身障

がい児や医療的ケア児が利用できる短期入所先が不足している。  

・ 医 療 的 ケ ア 児 の 多 く は 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス を 利 用 で き て い る が 、 非

常勤の 看護 師が交 代 で対応 して おり、常 時の配 置ま ではで き ていな い。 

・常勤の看護師を雇用しようとすると 、人材不足 のほか、人件費負担

などの採算性が課題となっており、小規模法人の参画が困難 である。 
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（３）基本的な考え方  

身近 な 地域 で健 や か な成 長 をサ ポー ト で きる よ う、 地域 に お ける 重症

心 身障 が い 児の 人 数 や ニー ズ を 把握 す る と とも に 、 地域 に お け る課 題 の

整理や 地域 資源の 開 発等を 行い ながら 、 支援体 制の 充実を 図 ります 。  

①   重症心 身障 がい 児 及び医 療的 ケア児 へ の短期 入所 の実施 体 制の確 保         

重 症 心 身 障 が い 児 及 び 医 療 的 ケ ア 児 と そ の 家 族 が 安 心 し て 暮 ら せ

るよう 、神奈川 県 が 実施す る 医 療型短 期 入所事 業所 促進事 業 など の 活

用も含 め、 市内事 業 者と 協 働し て短期 入 所の充 実を 図りま す 。  

 

②  医療的 ケア 児を受 け 入れる 障が い児通 所 施設へ の支 援  

医療的 ケア 児の 受入 れ可能 な通 所事 業所 を確保 ・拡 充す るた め、 看

護師人 件費 の一 部に ついて 、要 件を 満た した放 課後 等デ イサ ービス 事

業所へ の助 成をし て い ます 。  

継続的 に支 援し てい くため 、国 ・県 など の活用 でき る補 助に ついて

は検討 を進 めます 。  

 

③  医療的 ケア 児等コ ー ディネ ータ ー配置 事 業の実 施  

本市に おい ても 、関 連分野 の支 援を調 整 するコ ーデ ィネー タ ーとし

て養成 され た相談 支 援専門 員、保 健師、訪問看 護師 等の配 置 を促進 す

ること が必 要であ る と考え 、令和５ 年度 から医 療的 ケア児 等 コーデ ィ

ネータ ー配 置事業 の 実施を 目指 して調 整 してい ます 。  

このコ ーデ ィネー タ ーは 、医 療的ケ ア児 等が必 要と する多 分 野にま

たがる 支援 の利用 を 調整し 、総合的 かつ 包括的 な支 援の提 供 につな げ

ます。また 、協 議の 場に参 画し 、地 域に おける 課題 の整理 や 地域資 源

の開発 等を 行いな が ら、医療 的ケア 児等 に対す る支 援のた め の地域 づ

くりを 推進 すると い った役 割を 担って い きます 。  
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基本目 標７  包括 的 な 相談 支援 体制の 構 築  

（１）現状認識  

  障 が い 者 が 利 用 す る 計 画 相 談 支 援 の 利 用 率 は 約 ７ 割 、 障 害 児 相 談 支 援 は

約３割 で、 必要と す る方に 対し 事業所 や 職員数 が不 足して い ます。  

  各 地 域 の 計 画 相 談 支 援 事 業 所 の ほ か 、 お だ わ ら 総 合 医 療 福 祉 会 館 内 に 障

が い 者 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー 「 ク ロ ー バ ー 」 を 設 置 し 、 専 門 性 を も つ ４ つ

の法人 が勤 務して お り 、 多 様化 ・複雑 化 する 相 談に 対応し て います 。  

ま た 、 事 業 者 側 を 支 援 す る 基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー を 併 設 し 、 新 規 事 業 所

の開設 支援 のほか 、 各種 事 業所 への助 言 や研修 など を行っ て います 。  

 

 平 成 30 年 度 （ 10 月 時 点 ）  令 和 ５ 年 度 （ 10 月 時 点 ）  

計画相談支援 1,078/1,429 人  利 用 率 75.4％  1,152/1,687 人  利 用 率 68.2％  

障害児相談支援 207/  557 人  利 用 率 37.1％  221/  752 人  利 用 率 29.3％  

 

＜障が い者 総合 相 談 支援 セ ンタ ー の相 談 件数 ＞  

平 成 30 年 度  令 和 元 年 度  令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  

7,046 件  7,648 件  8,500 件  10,337 件  10,508 件  

 

（２）課題  

 ・ 総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー へ の 相 談 件 数 の 増 加 と 、 相 談 者 へ の 継 続 的 な 対 応

に より 、地 域の計 画 相談事 業所 への橋 渡 しが十 分に できて い ない。  

 ・ 事 業 所 に お い て 、 サ ー ビ ス 管 理 責 任 者 や 相 談 支 援 従 事 者 の 不 足 に よ り 、

採算性 の確 保が難 し く、人材 の確 保や 専 門性の 向上 が課題 と なって いる。 

 ・ 計 画 相 談 事 業 所 が 、 本 人 の 希 望 と 市 の 支 給 方 針 と の 間 の 調 整 役 と し て 、

必要な 支給 量をコ ン トロー ルす るには 、市と事 業者 間の情 報 共有が 必要。 

 

（３）基本的な考え方 と主な 取組  

  総 合 相 談 支 援 セ ン タ ー か ら 地 域 の 計 画 相 談 事 業 所 へ の 円 滑 な 橋 渡 し と と

もに、各 事業 所の 専 門性向 上や 支給方 針 の共有 に向 けて支 援 してい きま す。 
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①  相談支 援従 事者 の 確 保と専 門性 の向上  

地 域 の 相 談 支 援 従 事 者 の 育 成 や 支 援 者 支 援 等 を 担 う 人 材 で あ る 主 任 相

談支援 専門 員を計 画 的に 確 保す ること が 必要で す。  

ま た 、 強 度 行 動 障 害 支 援 者 や 、 医 療 的 ケ ア 児 等 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 精

神 障 が い 者 支 援 等 の 専 門 性 を 持 つ 相 談 員 が い る 場 合 は 、 事 業 所 の 報 酬 に

様々な 加算 が ある た め、事 業所 にもメ リ ットが あり ます。  

各 種 研 修 の 周 知 に よ る 人 材 の 「 量 」 の 確 保 と と も に 、 専 門 性 の 向 上 に

向 けて 各事 業所へ 働 きかけ ます 。  

 

②  障がい 者 総 合 相談 支 援セン タ ー と計画 相 談事業 所と の連携 促 進  

サービ ス利 用前の 相 談窓口 とし て「ク ロ ーバー 」の 役割は 重 要であ り、

増加す る相 談件数 に 応じた 機能 強化に つ いても 検討 します 。  

 また、サー ビス決 定後に 地域 の事業 所 に円滑 に橋 渡しで き るよう、障

がい者 への 計画相 談 支援の 利用 を促す と ともに 、総 合相 談支 援セン ター

と地域 の事 業所と の さらな る 連 携を図 り 、障 がい 者、家族 、地域住 民等

にとっ てア クセス し やすい 相談 支援体 制 の構築 を目 指しま す 。   

 

③  基幹相 談支 援セン タ ー を中 心と した質 の 向上  

各 計 画 相 談 事 業 所 に お け る 相 談 支 援 従 事 者 の 専 門 性 の 向 上 が 、 適 切 な

サービ ス選 定への ア セスメ ント 力を高 め ていき ます 。  

基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー は 、 支 援 者 を 支 援 す る 役 割 を 担 う セ ン タ ー と し

て 、 各 種 の 助 言 や 援 助 を 行 う ほ か 、 計 画 相 談 事 業 所 向 け の 研 修 や 事 例 の

検証な どを 行い 、 計 画相談 の質 の向上 を 目指し ます 。  

 

④  「地域 障害 者 自立 支 援協議 会 」 等を通 じ た市の 支給 方針の 共 有  

本計画 に位 置付け る 障 害福 祉サ ービス 全 体の支 給計 画につ い ては、各

計画 相 談 事業 所 の 理 解と 協 力 によ り 決 定 方針 を 共 有す る こ と が重 要 で す。    

小田 原 市 ・箱 根 町 ・ 真鶴 町 ・ 湯河 原 町 地 域 障 害 者 自立 支 援 協 議会 等を

通じ、 各計 画相談 事 業所と 市と の支給 方 針の 共 有を 図りま す 。  
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 基本 目標 ８  障 が い福祉 人材 の確保 ・ 定着  

（１）現状認識  

他の基 本目 標にあ る サービ ス提 供体制 の 確保に おい ても 、 利 用者に 合っ

たサー ビス 選択を 支 援する 相談 支援体 制 の充実 にお いても 、 その根 幹と し

ては、 福祉 人材の 確 保・定 着が 極めて 重 要です 。  

近年、 医療 的ケア な どの複 雑で 専門的 な 対応が 必要 とされ る ニーズ が顕

在化し 、質 的にも 多 様化、 高度 化して い るため 、 強 度行動 障 害のあ る方 へ

の 対応 や医 療的ケ ア に対応 でき る専門 性 のある 人材 の確保 も 重要で す。  

（２）課題  

  ・ 障 が い 福 祉 分 野 で 就 労 希 望 者 が な か な か 増 え ず 、 新 し く 働 こ う と す る

方を増 やす 対策が 必 要であ る。  

・施設 入所や 短期 入 所 等に おい て、強 度 行動障 害の ある方 へ の対応 など、

専 門 性 の 不 足 に よ り 施 設 職 員 へ の 負 担 が 大 き い こ と が 、 中 途 退 職 の 一

因にも なっ ており 、 職員の 専門 性の向 上 が求め られ ている 。  

 

（３）  基本的な考え方  

  福祉の現場で働く 人材の 「量 」の 確保を 目指 す とと も に、研 修機 会の

活 用や 事業 者間の 情 報共有 によ る「専 門 性」の 向上 、人材 を 確保す る事

業所側 への 支援も 含 めて、 人材 の確保 と 定着に 総合 的に取 り 組みま す。  

 

①  福祉の 現場 で新た に 働く人 材へ の ＰＲ 

障 が い 福祉 の 現 場 が 魅 力 的 でや り が い の あ る 職 場で あ る こ と の 周 知に   

ついて 、官 民で協 働 して取 り組 みます 。  

 

②  専門性 向上 のため の 研修の 受講  

小 田 原 市 が 受 講 者 の 取 り ま と め を 行 っ て い る 県 の 研 修 は 、 相 談 支 援 従

事 者 初 任 者 研 修 と 主 任 相 談 支 援 専 門 員 養 成 研 修 な ど が あ り ま す が 、 今 後

は 「 強 度 行 動 障 害 支 援 者 養 成 研 修 」 な ど 職 員 の 専 門 性 向 上 の た め の 県 の

研修に つい ても市 内 事業所 等に 受講を 促 します 。  
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③  事業者 間の 情報共 有  

事業者 側を 支援す る 基幹相 談支 援セン タ ーを 中 心に 、各 種の 研修や 多職

種間の 連携 を推進 し 、事業 者間 の専門 性 の向上 を促 進しま す 。  

 ま た 、 グ ル ー プ ホ ー ム な ど の 民 間 事 業 者 間 の 協 議 会 な ど の 情 報 共 有 の

取組に つい ても、 行 政とし ても 積極的 に 支援し てい きます 。  

 

 

  

障がい福祉の分野で働くことに興味のある人  

障がい福祉事業所  

神奈川県  

小田原市  

各種研修の周知  

事業所間  

の協議体  
情報共有  

各種研修の実施  

支援  参画  

基幹相談支援センター  
委託  

各種研修や助言  

魅力ある仕事の PR 
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第３章  計画の実現に向けた目標値の設定  

８つの 基本 目標の 実 現に向 けて、令和 11 年度ま での計 画期 間につ いて、国

の指針 に基 づき 目 標 値等を 設定 します 。  

国の基 本指 針に指 定 のある もの は、令 和 ８年度 を目 標年度 と してい ます 。  

 

１  福祉施設入所者の地域生活への移行  

 入 所 施 設 の 定 員 が 増 え て い な い 中 、 施 設 入 所 を 希 望 し て も 入 れ な い 方 が 入

所でき るよ う、現 在 入所 し てい る 利用 者 の地域 生活 への 移 行 を促進 しま す。  

 前 計 画 期 間 に お け る 地 域 生 活 移 行 者 の 目 標 値 は 12 人 を 下 回 る 見 込 み で す

が、施 設入 所者数は 192 人の 目標値 を超 え て減 少傾 向にあ り ます。  

 新た な目 標値と し て、 年 間を 通じ て 1 人の利 用で ある地 域 移行支 援の 利用

者数を 新設 すると と もに 、国の 基本 指針 に基づ き、以下 の と お り設 定し ます 。  

 

項   目  数 値 等  考 え 方  

施 設 入 所 者 数  

前 計 画  
目 標 値  

―  192 人  令 和 ５ 年 度 末 の 入 所 者 数  

基 準 値  A 189 人  令 和 ４ 年 度 末 の 入 所 者 数  

目 標 値  B  180 人  
令 和 ８ 年 度 末 の 入 所 者 数  
（ 【 A】 の ５ ％ 削 減 ）  

※ 国 の 指 針 に 基 づ く  

地 域 生 活 移 行 者 数  

前 計 画  
目 標 値  

C 12 人  
令 和 ３ 年 度 ～ 令 和 ５ 年 度
の 地 域 生 活 移 行 者 数  

基 準 値  D ７ 人  
令 和 ３ 年 度 ～ 令 和 ５ 年 度
の 地 域 生 活 移 行 者 数   
※ 精 神 科 病 院 か ら の 移 行 も 含 む  

目 標 値  ―  16 人  

令 枝 ６ 年 度 ～ 令 和 ８ 年 度
の 地 域 生 活 移 行 者 数  
<【 A】 の ６ ％ ＋ (C-D） >  

※ 国 の 指 針 に 基 づ く  

地 域 移 行 支 援  
利 用 者 数  

基 準 値  ―  1 人  
令 和 ４ 年 度 に お け る 年 間
利 用 人 数  

目 標 値  ―  ４ 人  
令 和 ８ 年 度 に お け る 年 間
利 用 人 数  
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                地域生 活に 移行し た 障がい 者数   

移行先  平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

グループホーム 
※ １  ２  ２  ４  ２  ４  １  

居宅  ―  ―  ―  ０  ０  ０  

その他  ―  ―  ―  ０  ０  ０  

※ グ ル ー プ ホ ー ム 家 賃 助 成 事 業 の 対 象 者 （ 精 神 科 病 院 か ら の 退 院 を 含 む 、 生 活 保 護 受 給 者 を 含 ま ず ）  

※ 令 和 ５ 年 度 は 1 0 月 時 点  

 

 

 

精 神 障 が い に も 対 応 し た 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 に つ い て は 、 基 本

目 標 ３ の と お り 、 精 神 科 病 院 側 に 啓 発 を 進 め る 県 の 取 組 と 連 携 し な が ら 、

長期入 院患 者の現 状 や入院 期間 などの 把 握を進 めま す。  

また、「 小田 原市・箱 根町・真鶴町・湯 河 原町地 域障 害者自 立 支援協 議会」

に つ い て は 、 引 き 続 き 定 期 的 に 開 催 を 続 け 、 支 援 者 側 の 連 携 を 密 に す る こ

とによ り、 地域生 活 移行を 促進 します 。  

  

項 目  令和４年度 目 標 値  目 標 値 の 考 え 方  

保 健 、 医 療 及 び 福 祉 関 係 者 に よ る
協 議 の 場 の 開 催 回 数  

２ 回  ２ 回  
令 和 ８ 年 度 の  
開 催 回 数  

保 健 、 医 療 及 び 福 祉 関 係 者 に よ る
協 議 の 場 へ の 関 係 者 の 参 加 者 数  

27 人  30 人  
令 和 ８ 年 度 の  
の べ 参 加 者 数  

保 健 、 医 療 及 び 福 祉 関 係 者 に よ る
協 議 の 場 に お け る 目 標 設 定 及 び 評
価 の 実 施 回 数  

１ 回  １ 回  
令 和 ８ 年 度 の  
実 施 回 数 見 込  

精 神 障 が い 者 の 地 域 移 行 支 援  １ 人  ２ 人  
令 和 ８ 年 度 の  
年 間 の 実 利 用 者 数  

精 神 障 が い 者 の 地 域 定 着 支 援  ２ 人  ３ 人  
令 和 ８ 年 度 の  
年 間 の 実 利 用 者  

精 神 障 が い 者 の 共 同 生 活 援 助  42 人  50 人  
令 和 ８ 年 度 の  
年 間 の 実 利 用 者 数  

精 神 障 が い 者 の 自 立 生 活 援 助  ０ 人  １ 人  
令 和 ８ 年 度 の  
年 間 の 実 利 用 者 数  

精 神 障 が い 者 の 自 立 訓 練（ 生 活 訓 練 ） ０ 人  1 人  
令 和 ８ 年 度 の  
年 間 の 実 利 用 者 数  

  

２  精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築  
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３  福祉施設から一般就労への移行等  

直 近 ５ 年 間 の 一 般 就 労 へ の 移 行 の 実 績 は 、 令 和 ２ 年 度 以 降 の コ ロ ナ 禍 の

影 響 に お い て も 利 用 者 数 は 増 加 を 続 け て い ま す が 、 一 般 就 労 へ の 移 行 者 数

は 目標 値を 下回っ て います 。  

          一般 就労 への移 行 者数  

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度※ 前 回 目 標 値 

（令和５年度末） 

２３人  １９ 人  ２０人  ２５人  １４人  ３０人  

  

 基 本 目 標 ５ の と お り 、 利 用 者 の ニ ー ズ に 合 わ せ て ス テ ッ プ ア ッ プ す る 利

用 を 促 し ま す 。 各 サ ー ビ ス の 目 標 値 は 、 国 の 基 本 指 針 に 基 づ き 令 和 ３ 年 度

を基準 とし 、前計 画 の目標 値を もとに 、 次のと おり 設定し ま す。  

 

項 目  

基 準 値  

（令和３年度） 

目 標 値  

（令和８年度） 
備 考  

前 回 目 標 値  
(令和５年度) 

（令和３年度比） 

一般就労 への移 行者 数 20 人  34 人  一 般 就 労 に 移 行 し た 就 労

支 援 事 業 の 年 間 利 用 者 数  

（ 国 の 基 準 値  1 . 2 8 倍 ）  （ 30 人 ）  （ 1.70 倍 ）  

 就 労 移 行 支 援  10 人  20 人  一 般 就 労 に 移 行 し た 就 労

移 行 支 援 の 利 用 者 数  

（ 国 の 基 準 値  1 . 3 1 倍 ）  （ 20 人 ）  （ 2 .00 倍 ）  

就 労 継 続 支 援 A 型  2 人  3 人  一 般 就 労 に 移 行 し た 就 労

継 続 支 援 A 型 の 利 用 者 数  

（ 国 の 基 準 値  1 . 2 9 倍 ）  （ 1 人 ）  (1.50 倍 ）  

就 労 継 続 支 援 B 型  8 人  11 人  一 般 就 労 に 移 行 し た 就 労

継 続 支 援 B 型 の 利 用 者 数  

（ 国 の 基 準 値  1 . 2 8 倍 ）  （ 7 人 ）  （ 1.38 倍 ）  

項 目  
基 準 値  

（令和３年度） 

目 標 値  

（令和８年度） 
備 考  

就

労

定

着  

就 労 定 着 支 援 事 業

利 用 者 数  

20 人  

 

29 人 … ①  年 間 の 就 労 定 着 支 援 の

利 用 者 数  
（ 1.41 倍 ）  

就 労 定 着 支 援 事 業

の 就 労 定 着 者 数  

 18 人  就 労 定 着 支 援 の 利 用 の

う ち 、 令 和 ８ 年 度 中 に

就 労 が 定 着 し た 人 数  （ ①  ×0.7）  

 

※令和５年度は 10 月時点  
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各 就 労 系 サ ー ビ ス の 利 用 者 数 に つ い て は 、 就 労 移 行 支 援 や 就 労 継 続 支 援

Ａ 型 の 利 用 者 増 加 を 図 り つ つ 、 各 事 業 者 の サ ー ビ ス の 質 を 確 保 す る た め 、

利用者 のニ ーズに あ った供 給量 となる よ う調整 を検 討しま す 。  

  

 

（１） 障害 児通所 支 援の平 均利 用日数 の 検討  

  障害 児通 所支 援 におい ては、基本 目 標５の とお り、保 育 所等訪 問支 援の利

用促進 を図 ります 。また、療 育が 必要 な 児童が 必要 な時に 身 近なと ころ で利

用でき るよ う、特に 一人当 たり の利用 日 数の多 い放 課後等 デ イサー ビス にお

い て 段 階 的 な 支 給 決 定 を 図 り な が ら 、 適 正 な 利 用 機 会 の 提 供 を 目 指 し ま す 。 

 

 

（２） 発達 障 がい 者 等支援 体制 の一層 の 充実  

  発達 障が い者 等 の早期 発見・早期 支 援には 、発 達 障が い 者等及 びそ の家

族等へ の支 援が重 要 である ため 、保護者 等が子 ども の発達 障 がいの 特性 を

理解し 、必要 な知 識 や方法 を身 に着け 、適切な 対応 ができ る よう、神奈川

就労系サービス 

の 種 類  

令 和 ５ 年 10 月 時 点  

実利用者数  

     ①  

市 内 の

事業所数 

市内事業所 

の定員数② 

② ― ①  

就 労 移 行 支 援  53 人  ４  177 人  124 人  

就労継続支援 A 型 47 人  ２  40 人  -7 人  

就労継続支援 B 型 525 人  25 637 人  － 112 人  

生 活 介 護  457 人  15 599 人  142 人  

４  障が い児支援の提供体制の整備  

障害児通所支援 

の 種 類  

令 和 ５ 年 10 月 時 点  

実利用者数 

①   

総 利 用 日 数 (平 均 )  市 内 の

事業所数 

市内事業所 

の定員数② 

② ― ①  

児 童 発 達 支 援  267 人  1814 日 (6.8 日 /人 )  9 180 人  －  87  

放 課 後 等 デ イ  394 人  4853 日 (12.3日/人) 19 203 人  － 191  

保 育 所 等 訪 問  12 人   13 日 ( 1.1 日 /人 ）  3 ―   
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県発達 障害 支援セ ン ターを 始め とした 関 係機関 の協 力を得 な がら、ペ アレ

ントプ ログ ラムや ペ アレン トト レーニ ン グ等、発 達障 がい者 等及び その 家

族等に 対す る支援 体 制を強 化し、障害児 通所支 援と の相乗 効 果によ る適 切

な支援 に取 り組み ま す。  

 
ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ 等 の 支 援 プ ロ グ ラ ム 等 の 実 施 見 込  

 

項 目  目 標 値  考 え 方  

ペ ア レ ン ト ト レ ー ニ ン グ や ペ ア レ
ン ト プ ロ グ ラ ム 等 の 支 援 プ ロ グ ラ
ム 等 の 受 講 者 数  

15 人  
令 和 11 年 度 に お け る  
市 施 設 で の 受 講 者 数  

ペ ア レ ン ト メ ン タ ー の 人 数  １ 人  
令 和 11 年 度 に お け る  
市 施 設 に 配 置 す る  
ペ ア レ ン ト メ ン タ ー の 人 数  

 

５  地 域 に お け る 相 談 支 援 体 制 の 充 実  

 

（１） 計画 相談支 援 の利用 促進  

   基 本目 標７ の とおり 、計画 相談 支 援及び 障害 児相談 支 援につ いて は、大

人が約 ７割 、児童 が 約３割 の利 用率と な ってい ます 。  

   基 本目 標４ の とおり、一般 就労 へ のステ ップ アップ に 向けた サー ビス利

用を促 すな ど、障 が い者の 計画 相談支 援 の利用 促進 を図り ま す。  

  ま た 、 障 害 児 通 所 支 援 に お い て も 、 モ ニ タ リ ン グ に 基 づ い た 利 用 量 の 段

階的な 決定 を図る た め、障 害児 相談支 援 の利用 率の 向上を 図 ります 。  

 

    相 談支 援の利 用 率  

相 談 支 援 の  

種 類  

基 準 値  令 和 ５ 年 度 （ 10 月 時 点 ）  目 標 値  

利 用 者 数  サービス利用者総数 利 用 率  （令和８年度） 

計 画 相 談 支 援  1,152 人  1,687 人  68.3％  75.0％  

障害児相談支援 221 人  752 人  29.4％     50.0％  
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（２） 基幹 相談支 援 センタ ーの 機能充 実  

  事 業 者 を 支 援 す る 基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー に つ い て は 、 引 き 続 き 総 合 的 な

相談支 援体 制の構 築 に向け て、事 業者 に 対する 専門 的な指 導・助言、人材

育成等 、各 種機能 の さらな る充 実を図 り ます。  

 

 地 域 の 相 談 支 援 体 制 の 強 化 の 実 施 見 込  

項 目  
基 準 値  
（ R 4）  

目 標 値  
（ R11）  

考 え 方  

地 域 の 相 談 支 援 事 業 者 に 対 す る
訪 問 等 に よ る 専 門 的 な 指 導 ・ 助
言 件 数  

1,992 件  2,000 件  
令 和 11 年 度 に お け る
基 幹 相 談 支 援 セ ン タ
ー に よ る 対 応 件 数  

地 域 の 相 談 支 援 事 業 者 の 人 材 育
成 の 支 援 件 数  

14 件  15 件  

令 和 11 年 度 に お け る
基 幹 相 談 支 援 セ ン タ
ー に よ る 研 修 等 実 施
件 数  

地 域 の 相 談 機 関 と の 連 携 強 化 の
取 組 の 実 施 回 数  

49 件  50 回  

令 和 11 年 度 に お け る  
基 幹 相 談 支 援 セ ン タ
ー に よ る 取 組 の 実 施
回 数  

   

６  障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 質 を 向 上 さ せ る 取 組  

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 が 多 様 化 す る 中 、 利 用 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し

て 暮 ら せ る よ う に す る に は 、 必 要 な サ ー ビ ス を 確 実 に 提 供 す る こ と が 必 要

で す 。 そ の た め に 担 当 職 員 の 制 度 の 理 解 を 深 め る た め の 取 組 を 行 い ま す 。

また、障 害者 自立 支 援 給付 審査 支払等 シ ステム 等を 活用し た 審査結 果等 を、

事業者 や関 係自治 体 と共有 し、障 害福 祉 サービ ス等 の質の 向 上を図 りま す。 

 

障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 質 を 向 上 さ せ る 取 組 の 実 施 見 込  

項 目  
基 準 値  
（ R 4）  

目 標 値  
（ R11）  

考 え 方  

神 奈 川 県 が 実 施 す る 障 害 福
祉 サ ー ビ ス 等 に 係 る 研 修 そ
の 他 の 研 修 へ の 職 員 の 参 加  

２ 人  ３ 人  

令 和 11 年 度 の 相 談 支 援
従 事 者 研 修 等 へ の 参 加 見
込 人 数  
（ 他 課 ・ 委 託 先 職 員 含 む ）  

障 害 者 自 立 支 援 給 付 審 査 支
払 等 シ ス テ ム に よ る 審 査 結
果 等 の 共 有  

無  有  
令 和 11 年 度 の 審 査 結 果
等 の 事 業 所 や 関 係 自 治 体
等 と の 共 有 体 制 の 有 無  

０ 回  １ 回  
令 和 11 年 度 の 審 査 結 果
等 の 事 業 所 や 関 係 自 治 体
等 と の 共 有 の 実 施 回 数  
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１  サ ー ビ ス 等 の 概 要  

 

〇　障害福祉サービス等のサービス体系

居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介助・通院等乗降介助）

自立訓練（機能訓練・生活訓練・宿泊型）

継続サービス利用支援（モニタリング）

地域相談支援（特例地域相談支援）

計画相談支援（特例計画相談支援）

施設入所支援

障害福祉サービス

介護給付（特例介護給付）

重度訪問介護

同行援護

行動援護

療養介護

生活介護

短期入所

重度障害者等包括支援

訓練等給付（特例訓練等給付）

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

就労定着支援

自立生活援助

サービス利用支援

共同生活援助

地域移行支援

地域定着支援

第４章  
障害福祉サービス等及び障害児通所支援等
の利用実績  
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(1) 訪 問系 サービ ス  

居 宅 介 護 （ ホ ー ム ヘ ル プ ）  

ヘ ル パ ー が 居 宅 を 訪 問 し 、 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 な ど の 介 護 や 調 理 、 洗

濯 、 掃 除 な ど の 家 事 、 生 活 な ど に 関 す る 相 談 及 び 助 言 、 そ の 他 の 生 活 全

般 に わ た る 援 助 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

重 度 訪 問 介 護  

ヘ ル パ ー が 居 宅 を 訪 問 し 、 重 度 の 肢 体 不 自 由 者 ま た は 重 度 の 知 的 障 が

い 若 し く は 精 神 障 が い に よ り 行 動 に 著 し い 困 難 が あ る 常 時 介 護 を 要 す る

人 に 対 し 、 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 な ど の 介 護 や 調 理 、 洗 濯 、 掃 除 な ど の 家

事 、 生 活 な ど に 関 す る 相 談 及 び 助 言 、 そ の 他 の 生 活 全 般 に わ た る 援 助 、

外 出 時 に お け る 移 動 中 の 介 護 を 総 合 的 に 行 う と と も に 、 病 院 等 に 入 院 ま

た は 入 所 し て い る 障 が い 者 に 対 し 、 意 思 疎 通 な ど の 支 援 を 行 う サ ー ビ ス

で す 。  

同 行 援 護  

視 覚 障 が い に よ り 、 移 動 に 著 し い 困 難 が あ る 障 が い 者 等 に 対 し 、 外 出

時 に お い て 、 障 が い 者 等 に 同 行 し 、 移 動 に 必 要 な 情 報 を 提 供 す る と と も

に 、 移 動 の 援 護 、 そ の 他 の 障 が い 者 等 が 外 出 す る 際 に 必 要 な 援 助 を 行 う

サ ー ビ ス で す 。  

行 動 援 護  

知 的 障 が い ま た は 精 神 障 が い に よ り 、 行 動 に 著 し い 困 難 が あ る 常 時 介

護 が 必 要 な 障 が い 者 等 に 対 し 、 行 動 す る 際 に 生 じ 得 る 危 険 を 避 け る た め

に 必 要 な 援 護 、 外 出 時 に お け る 移 動 中 の 介 護 、 排 せ つ 及 び 食 事 等 の 介

護 、 そ の 他 行 動 す る 際 に 必 要 な 援 助 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

重 度 障 害 者 等 包 括 支 援  

常 時 介 護 を 必 要 と し 、 意 思 疎 通 に 著 し い 支 障 が あ る 肢 体 不 自 由 者 、 知

的 障 が い ま た は 精 神 障 が い に よ り 行 動 に 著 し い 困 難 が あ る 障 が い 者 等 に

対 し 、 居 宅 介 護 、 重 度 訪 問 介 護 、 同 行 援 護 、 行 動 援 護 、 生 活 介 護 、 短 期

入 所 、 自 立 訓 練 、 就 労 移 行 支 援 、 就 労 継 続 支 援 、 就 労 定 着 支 援 、 自 立 生

活 援 助 及 び 共 同 生 活 援 助 を 包 括 的 に 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。  

 

 

 



 
33 

(2) 日 中活 動系サ ー ビス  

療 養 介 護  

病 院 な ど へ の 長 期 入 院 に よ る 医 療 に 加 え 、 常 時 介 護 を 必 要 と す る 人 で

あ っ て 、 障 害 支 援 区 分 ６ に 該 当 し 、 気 管 切 開 を 伴 う 人 工 呼 吸 器 に よ る 吸

引 管 理 を 行 っ て い る 人 若 し く は 障 害 支 援 区 分 ５ 以 上 の 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー

患 者 又 は 重 度 心 身 障 が い 者 を 対 象 に 、 機 能 訓 練 や 療 養 上 の 管 理 、 看 護 、

介 護 及 び 日 常 生 活 上 の 世 話 、 そ の 他 の 必 要 な 医 療 を 、 医 療 機 関 に お い て

提 供 す る サ ー ビ ス で す 。  

生 活 介 護  

常 時 介 護 を 必 要 と す る 障 が い 者 等 に 対 し 、 主 に 昼 間 に お い て 、 障 害 者

支 援 施 設 な ど で 入 浴 、 排 せ つ 、 食 事 な ど の 介 護 、 創 作 的 活 動 ま た は 生 産

活 動 の 機 会 の 提 供 、 そ の 他 の 身 体 機 能 ま た は 生 活 能 力 の 向 上 の た め に 必

要 な 援 助 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ）  

障 害 者 支 援 施 設 等 に お い て 、 必 要 な 援 助 を 要 す る 障 が い 者 で あ っ て 、

地 域 生 活 を 営 む 上 で 支 援 が 必 要 な 障 が い 者 に 対 し 、 身 体 機 能 ・ 生 活 能 力

の 維 持 ・ 回 復 の た め の 理 学 療 法 、 作 業 療 法 そ の 他 必 要 な リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 、 生 活 等 に 関 す る 相 談 及 び 助 言 そ の 他 必 要 な 支 援 を 行 う サ ー ビ ス で

す 。  

自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ）  

地 域 生 活 を 営 む 上 で 支 援 が 必 要 な 障 が い 者 に 対 し 、 必 要 と な る 入 浴 、

排 せ つ 、 食 事 や 家 事 な ど の 日 常 生 活 能 力 を 維 持 ・ 向 上 さ せ る た め に 必 要

な 支 援 、 相 談 及 び 助 言 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

就 労 移 行 支 援  

就 労 を 希 望 す る 障 が い 者 で あ っ て 、 通 常 の 事 業 所 に 雇 用 さ れ る こ と が

可 能 と 見 込 ま れ る 人 に 、 生 産 活 動 、 職 場 体 験 そ の 他 の 活 動 の 機 会 を 提 供

し 、 就 労 に 必 要 な 知 識 及 び 能 力 の 向 上 の た め の 訓 練 、 求 職 活 動 に 関 す る

支 援 、 そ の 適 性 に 応 じ た 職 場 の 開 拓 、 就 職 後 に お け る 職 場 へ の 定 着 の た

め に 必 要 な 相 談 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

就 労 継 続 支 援 （ Ａ 型 ）  

企 業 等 に 就 労 す る こ と が 困 難 な 障 が い 者 で あ っ て 、 適 切 な 支 援 に よ り

雇 用 契 約 に 基 づ く 就 労 が 可 能 で あ る 人 を 対 象 に 、 雇 用 契 約 に 基 づ き 、 生

産 活 動 そ の 他 の 活 動 の 機 会 の 提 供 そ の 他 の 就 労 に 必 要 な 知 識 及 び 能 力 の

向 上 の た め に 必 要 な 訓 練 な ど の 支 援 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  
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就 労 継 続 支 援 （ Ｂ 型 ）  

通 常 の 事 業 所 に 雇 用 さ れ る こ と が 困 難 な 障 が い 者 を 対 象 に 、 生 産 活 動

そ の 他 の 活 動 の 機 会 の 提 供 、 就 労 に 必 要 な 知 識 及 び 能 力 の 向 上 の た め に

必 要 な 訓 練 な ど の 支 援 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

就 労 定 着 支 援  

就 労 移 行 支 援 等 （ 生 活 介 護 、 自 立 訓 練 、 就 労 移 行 支 援 ま た は 就 労 継 続

支 援 ） の 利 用 を 経 て 一 般 就 労 へ 移 行 し た 障 が い 者 の 就 労 の 継 続 を 図 る た

め 、 企 業 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 、 医 療 機 関 等 と の 連 絡 調 整 、 日 常 生

活 及 び 社 会 生 活 上 の 各 般 の 問 題 に 関 す る 相 談 、 指 導 及 び 助 言 等 の 支 援 を

行 う サ ー ビ ス で す 。  

短 期 入 所 （ シ ョ ー ト ス テ イ ）  

介 護 者 の 病 気 な ど の 理 由 か ら 、 一 時 的 に 障 が い 児 者 の 介 護 が で き な い

と き な ど に 、 障 害 者 支 援 施 設 等 へ 短 期 間 の 入 所 を さ せ る こ と に よ り 、 入

浴 、 排 せ つ 、 食 事 の 介 助 な ど の 支 援 を 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。  

(3) 居 住系 サービ ス  

共 同 生 活 援 助 （ グ ル ー プ ホ ー ム ）  

共 同 生 活 援 助 （ グ ル ー プ ホ ー ム ） は 、 共 同 生 活 を 行 う 住 居 で 、 主 に 夜

間 に お い て 、 相 談 や 入 浴 、 排 せ つ 又 は 食 事 の 介 護 そ の 他 の 日 常 生 活 上 の

援 助 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

 介 護 サ ー ビ ス 包 括 型 共 同 生 活 援 助  

事 業 所 の 従 業 者 が 、 相 談 や 家 事 等 の 日 常 生 活 上 の 援 助 と 入 浴 等  

の 介 護 を 合 わ せ て 行 い ま す 。  

外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 共 同 生 活 援 助  

共 同 生 活 援 助 事 業 所 の 従 業 者 が 、 相 談 や 家 事 等 の 日 常 生 活 上 の  

援 助 の み を 行 い 、 入 浴 等 の 介 護 は 事 業 所 が 委 託 契 約 を 結 ん だ 指 定  

居 宅 介 護 事 業 者 が 行 い ま す 。  

日 中 サ ー ビ ス 支 援 型 共 同 生 活 援 助  

事 業 所 の 従 業 者 が 、 2 4 時 間 支 援 体 制 を 確 保 し 、 相 談 や 家 事 等 の  

日 常 生 活 上 の 援 助 と 入 浴 等 の 介 護 を 合 わ せ て 行 い ま す 。  

施 設 入 所 支 援  

障 害 者 支 援 施 設 に 入 所 す る 障 が い 者 等 に 対 し 、 主 に 夜 間 に お い て 、 入

浴 、 排 せ つ 、 食 事 等 の 介 護 、 生 活 等 に 関 す る 相 談 及 び 助 言 そ の 他 の 日 常

生 活 上 の 支 援 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  
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自 立 生 活 援 助  

地 域 に お い て 単 身 等 で 生 活 す る 障 が い 者 等 を 対 象 に 、 定 期 的 な 巡 回 訪

問 や 随 時 通 報 を 受 け て の 訪 問 、 相 談 対 応 等 に よ り 、 日 常 生 活 を 営 む 上 で

の 各 般 の 問 題 を 把 握 し 、 必 要 な 情 報 提 供 、 助 言 、 相 談 、 関 係 機 関 と の 連

絡 調 整 等 の 必 要 な 支 援 を 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。  

(4) 相 談支 援  

計 画 相 談 支 援  

サ ー ビ ス 利 用 支 援 及 び 継 続 サ ー ビ ス 利 用 支 援 が あ り ま す 。  

 サ ー ビ ス 利 用 支 援  

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 支 給 申 請 に 際 し 、希 望 す る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス

等 の 種 類 及 び 内 容 等 に つ い て 記 載 し た 、「 サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 案 」の

作 成 を 行 い ま す 。  

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 支 給 決 定 後 に 、障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 等 と

の 連 絡 調 整 等 を 行 う と と も に 、支 給 決 定 に 係 る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の

種 類 及 び 内 容 を 記 載 し た 「 サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 」 を 作 成 し ま す 。  

継 続 サ ー ビ ス 利 用 支 援  

支 給 決 定 の 有 効 期 間 内 に 、支 給 決 定 を 受 け た 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 に

係 る「 サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 」が 適 切 か ど う か 、利 用 状 況 等 を 検 証（ モ

ニ タ リ ン グ ） し 、 必 要 に 応 じ 「 サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 」 を 見 直 し ま す 。 

地 域 相 談 支 援  

 地 域 移 行 支 援 と 地 域 定 着 支 援 が あ り ま す 。  

 地 域 移 行 支 援  

地 域 に お け る 生 活 に 移 行 す る た め に 重 点 的 な 支 援 を 必 要 と す る 障

害 者 支 援 施 設 等 に 入 所 し て い る 障 が い 者 や 精 神 科 病 院 に 入 院 し て い

る 精 神 障 が い 者 等 に 対 し 、 住 居 の 確 保 そ の 他 の 地 域 生 活 移 行 の た め

の 活 動 に 関 す る 相 談 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 提 供 し ま す 。  

地 域 定 着 支 援  

居 宅 に お い て 単 身 等 で 生 活 す る 障 が い 者 等 に 対 し 、 常 時 の 連 絡 体

制 を 確 保 し 、 障 が い の 特 性 に 起 因 し て 生 じ た 緊 急 の 事 態 等 に 際 し 、

相 談 や 緊 急 訪 問 等 の 支 援 を 提 供 し ま す 。  

就 労 選 択 支 援 【 新 規 】  

 令 和 ７ 年 10 月 か ら 施 行 が 見 込 ま れ る 新 た な サ ー ビ ス で 、 障 害 者 本 人 が

就 労 先 ・ 働 き 方 に つ い て よ り 良 い 選 択 が で き る よ う 支 援 し ま す 。  
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(5) 障 害児 通所支 援 等のサ ービ ス  

児 童 発 達 支 援  

療 育 を 行 う 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 児 童 に 対 し 、 日 常 生 活 に お け る 基

本 的 な 動 作 の 指 導 、 知 識 ・ 技 能 の 付 与 、 集 団 生 活 へ の 適 応 訓 練 、 そ の 他

の 必 要 な 支 援 を 提 供 し ま す 。  

医 療 型 児 童 発 達 支 援  

上 肢 、 下 肢 又 は 体 幹 機 能 に 障 が い が あ り 、 理 学 療 法 等 の 機 能 訓 練 や 医

療 的 管 理 下 で の 支 援 等 が 必 要 と 認 め ら れ た 障 が い 児 に 対 し 、 日 常 生 活 に

お け る 基 本 的 な 動 作 の 指 導 、 知 識 技 能 の 付 与 、 集 団 生 活 へ の 適 応 訓 練 、

そ の 他 必 要 な 支 援 と 治 療 を 行 う サ ー ビ ス で す 。  

居 宅 訪 問 型 児 童 発 達 支 援  

重 症 心 身 障 が い 児 や 医 療 的 な ケ ア を 必 要 と す る 重 度 の 障 が い 児 で あ っ

て 、 障 害 児 通 所 支 援 を 受 け る た め に 外 出 す る こ と が 著 し く 困 難 な 障 が い

児 に 対 し 、 居 宅 を 訪 問 し 、 日 常 生 活 に お け る 基 本 的 な 動 作 の 指 導 、 知 識

技 能 の 付 与 、 そ の 他 必 要 な 支 援 を 提 供 し ま す 。  
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放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス  

就 学 中 の 障 が い 児 に 対 し 、 授 業 の 終 了 後 や 学 校 の 休 業 日 に 、 生 活 能 力

向 上 の た め の 訓 練 、 社 会 と の 交 流 の 促 進 、 そ の 他 必 要 な 支 援 を 提 供 し ま

す 。  

保 育 所 等 訪 問 支 援  

保 育 所 な ど を 訪 問 し 、 障 が い 児 に 対 し 、 集 団 生 活 に 適 応 す る た め の 専

門 的 な 支 援 、 そ の 他 の 必 要 な 支 援 を 提 供 し ま す 。  

障 害 児 相 談 支 援  

障 害 児 支 援 利 用 援 助 と 継 続 障 害 児 支 援 利 用 援 助 が あ り ま す 。  

 

 

障 害 児 支 援 利 用 援 助  

障 害 児 通 所 支 援 等 （ 児 童 発 達 支 援 、 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス な ど ）

の 支 給 申 請 に 際 し 、 希 望 す る 障 害 児 通 所 支 援 等 の 種 類 及 び 内 容 等 に

つ い て 記 載 し た 「 障 害 児 支 援 利 用 計 画 案 」 の 作 成 を 行 い ま す 。  

障 害 児 通 所 支 援 等 の 支 給 決 定 後 に 、 障 害 児 通 所 支 援 事 業 所 等 と の

連 絡 調 整 等 を 行 う と と も に 、 支 給 決 定 に 係 る 障 害 児 通 所 支 援 等 の 種

類 及 び 内 容 を 記 載 し た 「 障 害 児 支 援 利 用 計 画 」 を 作 成 し ま す 。  

継 続 障 害 児 支 援 利 用 援 助  

支 給 決 定 の 有 効 期 間 内 に 、 支 給 決 定 を 受 け た 障 害 児 通 所 支 援 等 に

係 る 「 障 害 児 支 援 利 用 計 画 」 が 適 切 か ど う か 、 利 用 状 況 等 を 検 証

（ モ ニ タ リ ン グ ） し 、 必 要 に 応 じ 「 障 害 児 支 援 利 用 計 画 」 の 見 直 し

を 行 い ま す 。  

 

2 サ ー ビ ス 等 の 利 用 実 績  

第 ５ 期 及 び 第 ６ 期 計 画 期 間 に お け る 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 の 利 用 実 績 は 、 以 下 の  

と お り で す 。  

※  表 中 の 実 績 値 は 、 各 年 度 ３ 月 分 （ 例 ： 令 和 ３ 年 度 → 令 和 ４ 年 ３ 月 分 ）  

で す 。 令 和 ５ 年 度 は 、 令 和 ５ 年 ７ 月 の 実 績 値 で す 。  

※  単 位 の 「 人 日 」 は 、「 月 間 の 利 用 人 数 」 ×「 １ 人 １ 月 あ た り の 平 均 利 用  

日 数 」 で す 。  
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【訪問 系サ ービス 】  

総 利 用 時 間 、 実 利 用 者 数 と も に 、 概 ね 計 画 値 に 近 い 数 値 で 推 移 し て い ま

す。１人 １月 あたり の平均 利用 時間（総 利用時 間／ 実利用 者 数）は、下 表の

と お り 減 少 傾 向 に あ り ま す 。 障 が い 者 の 高 齢 化 に 伴 う 介 護 保 険 サ ー ビ ス 併

用者の 増加 などが 要 因とし て考 えられ ま す。  

１人１ 月あ たりの 平 均利用 時間 の推移  

第 ５ 期 計 画  第 ６ 期 計 画  

平 成 3 0 年 度  令 和 元 年 度  令 和 ２ 年 度  令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

2 5 . 2 8  h  2 4 . 6 5  h  2 8 . 2 8  h  2 8 . 3 3  h  2 5 . 4 2  h  2 3 . 6 5  h  

 

【日中 活動 系サー ビ ス】  

  令 和 ２ 年 度 か ら の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 生 活 介 護 や

機能訓 練等 は減少 し てい ま した が、令 和 ５年度 から 回復傾 向 にあり ます 。  

自立訓 練（機 能訓練 ）は、利用 量は 多く ありま せん が、圏域 内の２ カ所 の

事業所 の利 用及び 圏 域外で の施 設入所 併 用の利 用が ありま す 。自立 訓練（生

活訓練）につ いて は 、圏域内 にサ ービ ス 提供事 業所 がなく 、圏域外 での 施設

入所併 用の 利 用が 主 となっ てお り、利 用 者数の 増加 傾向が み られま す。  

 就労 移行 支援は 、圏域外 に精 神障が い 者や発 達障 がい者 向 けの 事 業所 が多

く、市内 からの 利用 も増加 して います 。また 、市 内の事 業所 も 令和 ４年 度に

1 カ 所 開設 し 、令 和 ５年度 にも 1 カ 所 開 設を予 定し ている こ とから 、 全 体と

して計 画を 上回っ て 利用者 数が 大きく 増 加して いま す。  

【訪問系サービス】 （上段：実績値　中段：見込値　下段：達成率）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

7,331 7,617 7,918 7,734 8,236 7,970

(7,400) (7,600) (7,800) (7,400) (7,500) (7,600)

99.1% 100.2% 101.5% 104.5% 109.8% 104.9%

290 309 280 273 324 337

(290) (300) (310) (340) (350) (360)

100.0% 103.0% 90.3% 80.3% 92.6% 93.6%

：達成率100％以上

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等

包括支援

第５期計画 第６期計画単

位
サービス種別

時

間

人
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就労継 続支 援（ Ａ型 ）につい ては、市内 で１ カ 所だ った事 業 所が、令 和４

年度に １カ 所開設 す るなど 、計画 を上 回 る利用 者数 の増加 が 続いて いま す。 

就 労 継 続 支 援 （ Ｂ 型 ） に つ い て は 、 雇 用 契 約 を 伴 わ な い 参 入 の し や す さ

か ら 、 主 に 軽 度 の 障 が い 者 を 対 象 と し た 事 業 所 数 が 年 々 増 加 し て い ま す 。

市内事 業 所 の定員 は 利用者 数を 上回っ て おり、利 用者 数も 増 加して いま す。 

短 期 入 所 利 用 者 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 事 業 所 の

受 け 入 れ 控 え な ど の 影 響 で 、 減 少 し て い ま し た が 回 復 傾 向 に あ り ま す 。

【日中活動系サービス】 （上段：実績値　中段：見込値　下段：達成率）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

8,712 9,370 9,905 9,390 9,246 9,143

(9,000) (9,300) (9,600) (10,000) (10,400) (10,800)

96.8% 100.8% 103.2% 93.9% 88.9% 84.7%

446 470 475 473 456 461

(430) (440) (450) (500) (520) (540)

103.7% 106.8% 105.6% 94.6% 87.7% 85.4%

104 89 102 26 12 15

(115) (118) (122) (90) (105) (120)

90.4% 75.4% 83.6% 28.9% 11.4% 12.5%

9 6 8 2 3 2

(14) (15) (15) (6) (7) (8)

64.3% 40.0% 53.3% 33.3% 42.9% 25.0%

2 47 42 71 123 112

(210) (210) (210) (100) (100) (100)

1.0% 22.4% 20.0% 71.0% 123.0% 112.0%

1 3 3 4 6 7

(10) (10) (10) (5) (5) (5)

10.0% 30.0% 30.0% 80.0% 120.0% 140.0%

670 439 483 555 903 956

(800) (840) (880) (630) (810) (990)

83.8% 52.3% 54.9% 88.1% 111.5% 96.6%

40 27 25 30 53 58

(40) (42) (44) (35) (45) (55)

100.0% 64.3% 56.8% 85.7% 117.8% 105.5%

サービス種別
単

位

第５期計画 第６期計画

就労移行支援

人

日

人

生活介護

人

日

人

自立訓練

（機能訓練）

人

日

人

自立訓練

（生活訓練）

人

日

人
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【日中活動系サービス】 （上段：実績値　中段：見込値　下段：達成率）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

496 740 844 886 969 888

(360) (400) (440) (800) (840) (880)

137.8% 185.0% 191.8% 110.8% 115.4% 100.9%

25 38 41 43 48 51

(18) (20) (22) (40) (42) (44)

138.9% 190.0% 186.4% 107.5% 114.3% 115.9%

7,254 7,159 8,175 8,283 9,014 8,732

(8,100) (8,600) (9,100) (7,700) (8,000) (8,300)

89.6% 83.2% 89.8% 107.6% 112.7% 105.2%

429 425 449 478 506 528

(430) (450) (470) (450) (470) (490)

99.8% 95.6% 95.5% 106.4% 107.7% 106.1%

5 8 14 20 22 19

(4) (5) (6) (9) (10) (11)

125.0% 160.0% 233.3% 222.2% 220.0% 172.7%

42 37 41 38 34 34

(39) (41) (43) (41) (42) (43)

107.7% 90.2% 95.3% 92.7% 81.0% 79.1%

612 436 233 189 336 409

(660) (680) (700) (500) (550) (600)

92.7% 64.1% 33.3% 37.8% 61.1% 68.2%

129 91 22 27 61 68

(150) (160) (170) (100) (110) (120)

86.0% 56.9% 12.9% 27.0% 55.5% 56.7%

40 24 20 16 25 41

(45) (45) (45) (50) (55) (60)

88.9% 53.3% 44.4% 32.0% 45.5% 68.3%

10 6 6 4 7 8

(11) (11) (11) (10) (11) (12)

90.9% 54.5% 54.5% 40.0% 63.6% 66.7%

サービス種別
単

位

第５期計画 第６期計画

：達成率100％以上

就労継続支援

（Ａ型）

人

日

人

就労継続支援

（Ｂ型）

人

日

人

就労定着支援

療養介護

短期入所

（医療型）

人

日

人

人

人

短期入所

（福祉型）

人

日

人
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【居住 系サ ービス 】  

グ ル ー プ ホ ー ム は 、 障 が い 者 が 地 域 で 暮 ら す た め の 居 住 の 場 と し て 重 要

な 社 会 資 源 と し て 、 施 設 入 所 者 の 地 域 生 活 移 行 や 、 家 族 と 在 宅 で 生 活 し て

い た 方 の 入 居 な ど に よ り 、 利 用 者 数 が 増 加 し て い ま す 。 市 内 に お け る グ ル

ープホ ーム の整備 も 毎年の よ う にあり 、令和５年 10 月現 在 、市内 の共同 生

活援助 の定 員数が 331 人であ るため 、利 用者数 を上 回る供 給 量があ りま す。 

   施設 入所 支援は 、 国が 地域 生活移 行 の推進 に伴 う入所 者 数の削 減方 針に従

い 、 神 奈 川 県 で は 施 設 入 所 支 援 事 業 の 新 設 、 定 員 増 加 を 認 め な い 運 用 を 行 っ

ている ため 、 一定 の 利用者 数か らほぼ 横 ばいの 状況 が続い て います 。  

 

  

【相談 支援 】  

計画相 談支 援の利 用 者数は、平成 30 年 度 からモ ニタ リング 標 準期間 が変

更 さ れ 、 月 あ た り の 実 施 回 数 が 増 加 し て い ま し た 。 令 和 ２ 年 度 以 降 は 、 事

業所数 の２ カ所増 加 に伴い、全体 の 利 用 者数も約 258 人増 加 してい ます が、

サービ ス利 用者全 体 の伸び に追 いつか ず 、利用率 は７ 割を 下 回って いま す。 

地 域 移 行 支 援 に つ い て は 、 利 用 者 の 掘 り 起 こ し の ほ か 、 サ ー ビ ス 導 入 に

係る関 係機 関との 調 整等、体 制整 備に 多 くの時 間と 労力を 要 するこ とか ら、

利用実 績と しては 伸 び悩ん でい ます。  

【居住系サービス】 （上段：実績値　中段：見込値　下段：達成率）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

193 197 206 231 261 250

(190) (190) (202) (220) (240) (250)

101.6% 103.7% 102.0% 105.0% 108.8% 100.0%

193 196 196 195 190 186

(191) (190) (188) (193) (193) (192)

101.0% 103.2% 104.3% 101.0% 98.4% 96.9%

0 0 0 0 0 0

(1) (1) (1) (1) (1) (1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

サービス種別
単

位

第５期計画 第６期計画

人

：達成率100％以上

人

共同生活援助

施設入所支援

自立生活援助 人
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地 域 定 着 支 援 に つ い て は 、 単 身 等 で 生 活 す る 方 の 緊 急 時 に 訪 問 、 相 談 な

ど に 対 応 す る 見 守 り 支 援 と し て 知 的 障 が い 者 や 精 神 障 が い 者 が 、 地 域 で の

生活に 移行 するに 際 し利用 され ていま す が、利用 者数 は伸 び 悩んで いま す 。 

 

相 談 支 援

の利用状況 

平 成 30 年 度 （ 10 月 時 点 ）  令 和 ５ 年 度 （ 10 月 時 点 ）  

利用者数/サービス総利用者数 利 用 率  利用者数/サービス総利用者数 利 用 率  

計画相談支援 1,078 人 / 1,429 人  75.4％  1,152 人 /1,687 人  68.2％  

障害児相談支援 207 人 /   557 人  37.1％  221 人 /  752 人  29.3％  

 

【障害 児通 所支援 等 】  

   障 害児 相談支 援 につい ては、障害 児 通所支 援の 利用者 数 の伸び に対 して、

相談支 援事 業所 が 不 足して おり 、利用 率 が３割 を下 回って い ます。  

   児 童発 達支援 に ついて は 、 市内で の 事業所 の開 設 もあ り 、令和 ２年 度以

降も利 用者 が 微増 し ていま すが 、平均 利 用日数 は減 少して い ます。  

   放 課後 等デイ サ ービス は、 年々事 業 所数 が 増え ており 、 令和２ 年度 から

1.3 倍以 上 と大 幅に 利用者 数も 伸びて い ます 。 一方 、平均 利 用日数が 12.4

日と多 いた め、必 要 な児童 が身 近なエ リ アで利 用で きない 状 況があ りま す。 

   保 育所 等訪問 支 援は、 平成 30 年 度 から利 用者 数がほ ぼ 横ばい でし た が、

令和５ 年度 からは 大 幅な増 加が 見られ ま す。  

【相談支援】 （上段：実績値　中段：見込値　下段：達成率）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

169 229 245 239 251 256

(160) (170) (180) (270) (280) (290)

105.6% 134.7% 136.1% 88.5% 89.6% 88.3%

1 0 0 1 0 0

(2) (2) (2) (1) (1) (1)

50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

4 3 2 1 2 1

(2) (2) (2) (4) (5) (6)

200.0% 150.0% 100.0% 25.0% 40.0% 16.7%

サービス種別
単

位

第５期計画 第６期計画

計画相談支援 人

地域移行支援 人

地域定着支援 人

：達成率100％以上

＜再掲＞  
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 【障害児通所支援等】 （上段：実績値　中段：見込値　下段：達成率）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

37 38 31 22 24 54

(50) (55) (60) (30) (35) (40)

74.0% 69.1% 51.7% 73.3% 68.6% 135.0%

1,534 1,244 1,961 1,715 1,663 1,599

(1,500) (1,550) (1,600) (2,100) (2,200) (2,300)

102.3% 80.3% 122.6% 81.7% 75.6% 69.5%

216 171 277 274 279 247

(180) (185) (190) (240) (250) (260)

120.0% 92.4% 145.8% 114.2% 111.6% 95.0%

0 0 0 0 0 0

－ － ー － － ー

－ － ー － － ー

0 0 0 0 0 0

－ － ー － － ー

－ － ー － － ー

0 0 0 0 0 0

－ － ー － － ー

－ － ー － － ー

0 0 0 0 0 0

－ － ー － － ー

－ － ー － － ー

3,494 3,415 3,926 3,622 4,634 4,780

(3,300) (3,350) (3,400) (4,200) (4,500) (4,800)

105.9% 101.9% 115.5% 86.2% 103.0% 99.6%

292 272 297 312 356 398

(260) (265) (270) (325) (345) (365)

112.3% 102.6% 110.0% 96.0% 103.2% 109.0%

2 3 4 4 3 14

(6) (8) (10) (12) (13) (14)

33.3% 37.5% 40.0% 33.3% 23.1% 100.0%

2 3 4 4 3 13

(6) (8) (10) (12) (13) (14)

33.3% 37.5% 40.0% 33.3% 23.1% 92.9%

：達成率100％以上

人

日

人

放課後等

デイサービス

居宅訪問型

児童発達支援

人

日

人

保育所等

訪問支援

人

日

人

児童発達支援

人

日

人

医療型

児童発達支援

人

日

人

サービス種別
単

位

第１期計画 第２期計画

障害児相談支援 人



 
44 

第５章  
障害福祉サービス等及び障害児通所支援等
の見込量及び見込量確保のための方策  

 

※  表中 の 実 績値 は 、各年 度３ 月分（ 例 ： 令和 ３ 年 度→ 令 和 ４ 年３ 月分 ）  

です。 令和 ５年度 は 、令和 ５年 ７月の 実 績値で す。  

※  単位 の「 人日 」 は、「月 間の 利用 者 数」×「 １人 １月あ たりの 平均 利用  

日数」 です。（本 章 におい て、 別に表 記 がない 限り 同様で す 。）  

 

１  訪 問 系 サ ー ビ ス  

(1) サ ービ スの見 込 量（ １ カ月 あたり ）  

こ れ ま で の 利 用 実 績 を 基 礎 と し つ つ 、 強 度 行 動 障 害 の あ る 方 へ の 行 動

援護の 利用 促進も 加 味し、 利用 時間及 び 利用者 数を 見込ん で います 。  

 訪問系サービスの見込量（ １カ月 あたり）   

居 宅 介 護 

重 度 訪 問 介 護 

同 行 援 護 

行 動 援 護 

重度障害者等包括支援 

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

7 , 7 3 4ｈ  8 , 2 3 6ｈ  7 , 9 7 0ｈ  

2 7 3 人  3 2 4 人  3 3 7 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

8 , 0 0 0ｈ  8 , 1 0 0ｈ  8 , 2 0 0ｈ  8 , 3 0 0ｈ  8 , 4 0 0ｈ  8 , 5 0 0ｈ  

3 4 0 人  3 5 0 人  3 6 0 人  3 7 0 人  3 8 0 人  3 9 0 人  

 

(2) 見 込量 確保の た めの方 策  

市 内 の 指 定 居 宅 介 護 事 業 所 及 び 指 定 重 度 訪 問 介 護 事 業 所 数 は 、 令 和 ５

年 10 月現在 32 カ 所と第 ６期 障がい 福 祉計画 の基 礎資料 と した 令 和２

年 6 月現在の 31 カ 所と比 べ、 １カ所 増 えてい ます 。  

１人当 たり の利用 時 間が減 少傾 向にあ り ますが 、全体の 利用 量は 、障

がいの 重度 化や介 護 者の高 齢化 により 増 加が見 込ま れ ます の で 、事業 の

拡大に つい て事業 者 に働き かけ を行い ま す。  
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２  日 中 活 動 系 サ ー ビ ス  

(1) サ ービ スの見 込 量（ １ カ月 あたり ）  

ア  生活 介護  

これま での 利用実 績 を基礎 とし つつ、特 別支援 学校 高等部 卒 業生の 進

路 選 択 の 予 測 を 加 味 し 、 増 加 傾 向 と し て い ま す 。 生 活 介 護 か ら 就 労 継

続 支 援 Ｂ 型 へ の 移 行 を 進 め な が ら も 、 施 設 入 所 者 や 在 宅 の 重 度 障 が い

の方の 利用 を見込 ん でいま す。  

 生活介護の見込量（ １カ月 あたり）   

生 活 介 護  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     1 5 カ 所  

  

 定  員  数    5 9 9 人  

 

         (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

9 , 3 9 0人日 9 , 2 4 6人日 9 , 1 4 3人日 

4 7 3 人  4 5 6 人  4 6 1 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

9 , 2 0 0人日 9 , 4 0 0人日 9 , 6 0 0人日 9 , 8 0 0人日 9 , 8 0 0人日 9 , 8 0 0人日 

4 7 0 人  4 8 0 人  4 9 0 人  5 0 0 人  5 0 0 人  5 0 0 人  

 

イ  自立 訓練 （機 能 訓練）  

これま での 利用実 績 を基礎 とし 、利用 量 を見込 んで います 。  

一定の ニー ズ は継 続 的にあ る と 想定し 、 増加傾 向と し てい ま す。  

 自立訓練（機能訓練）の見込量（ １カ月あたり）   

自 立 訓 練  

（ 機 能 訓 練 ）  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数      １ カ 所  

  

 定  員  数     2 0 人  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

2 6人日 1 2人日 1 5人日 

2 人  3 人  2 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

2 0人日 3 0人日 4 0人日 5 0人日 5 0人日 5 0人日 

5 人  6 人  7 人  8 人  8 人  8 人  
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ウ  自立 訓練 （生 活 訓練）  

これま での 利用実 績 を基礎 とし 、利用 量 を見込 んで います 。  

大幅な 利用 の 増加 は 見込ま れま せんが 、一定の ニー ズ は継 続 的にあ

るもの と想 定して い ます。  

 自立訓練（生活訓練）の見込量（ １カ月あたり）   

自 立 訓 練  

（ 生 活 訓 練 ）  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数      ０ カ 所  

  

 定  員  数     ０ 人  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

7 1人日 1 2 3人日 1 1 2人日 

4 人  6 人  7 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1 1 5人日 1 2 0人日 1 2 5人日 1 2 5人日 1 2 5人日 1 2 5人日 

8 人  9 人  1 0 人  1 0 人  1 0 人  1 0 人  

 

エ  就労 移行 支援  

利用実 績を 基礎と し つつ、特 別支 援学校 高等部 卒業 生の進 路 として、

一 定 の ニ ー ズ が あ る こ と を 加 味 し 、 利 用 量 の 増 加 を 想 定 し て い ま す 。 

月平均 で約 17 日 の 利用日 数を 見込み、就労継 続支 援から の ステッ

プアッ プ利 用を促 す こと に より 、利用者 数と利 用日 数の 増 加 を想定 し

ていま す。  

 就労移行支援の見込量（ １カ月 あたり）   

就 労 移 行 支 援  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数      ４ カ 所  

  

 定  員  数    1 7 7 人  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

5 5 5人日 9 0 3人日 9 5 6人日 

3 0 人  5 3 人  5 8 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1 0 0 0人日 1 1 0 0人日 1 2 0 0人日 1 2 7 5人日 1 3 6 0人日 1 4 5 0人日 

6 0 人  6 5 人  7 0 人  7 5 人  8 0 人  8 5 人  
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オ  就労 継続 支援 （ Ａ型）  

利用実 績を 基礎と し つつ、 利用 量を見 込 んでい ます 。  

1 人あた り約 20 日の 利用日 数を 見込む と ともに 、就 労継続 支 援（ Ｂ

型）など から のス テ ップア ップ 利用を 促 すこと によ り、さ ら に増加傾

向が進 むも のと想 定 します 。  

 就労継続支援（ Ａ型）の見込量（ １カ月あたり）   

就 労 継 続 支 援  

（ Ａ 型 ）  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     ２ カ 所  

  

 定  員  数     4 0 人  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

8 8 6人日 9 6 9人日 8 8 8人日 

4 3 人  4 8 人  5 1 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1 , 1 0 0人日 1 , 2 0 0人日 1 , 3 0 0人日 1 , 4 0 0人日 1 , 5 0 0人日 1 , 6 0 0人日 

5 5 人  6 0 人  6 5 人  7 0 人  7 5 人  8 0 人  

 

カ  就労 継続 支援 （ Ｂ型）  

利用実 績を 基礎と し つつ 、特別 支援学 校 高等部 卒業 生の進 路 として

の ニ ー ズ を 加 味 す る と と も に 、 就 労 移 行 支 援 等 へ の ス テ ッ プ ア ッ プ

利 用 を 促 す こ と に よ り 増 加 傾 向 が 緩 や か と な る ほ か 、 年 齢 や 利 用 目

的に沿 った 利用量 の 検討を 進め、平均利 用日数 の減 少を見 込 みます。 

 就労継続支援（Ｂ型）の見込量（ １カ月あたり）   

就 労 継 続 支 援  

（ Ｂ 型 ）  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     2 5 カ 所  

  

 定  員  数    6 3 7 人  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

8 , 2 8 3人日 9 , 0 1 4人日 8 , 7 3 2人日 

4 7 9 人  5 0 6 人  5 2 8 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

9 , 0 0 0人日 9 , 2 0 0人日 9 , 4 0 0人日 9 , 5 0 0人日 9 , 5 0 0人日 9 , 5 0 0人日 

5 5 0 人  5 7 0 人  5 9 0 人  6 0 0 人  6 0 0 人  6 0 0 人  
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キ  就労 定着 支援  

こ れ ま で の 利 用 実 績 及 び 令 和 ８ 年 度 に お け る 就 労 定 着 支 援 利 用 者

数の目 標値 を踏ま え 、 利用 量を 見込ん で います 。  

就労移 行支 援の利 用 者数の 増加 や、就 労 選択支 援の 新設に よ り、就

労者 数 の増 加に 伴 っ て就 労 定着 支援 の 利 用者 数 の増 加を 見 込 みま す。 

 

 就労定着支援の見込量（ １カ月 あたり）   

就 労 定 着 支 援  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     １ カ 所  

  

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

2 0 人  2 2 人  1 9 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

2 5 人  2 8 人  3 1 人  3 4 人  3 7 人  4 0 人  

 

ク  療養 介護  

平成 30 年度 からの 緩やか な減 少傾向 と 、対象 施設 や定員 数 が増減

する 予 定が ない こ と から 、 利用 者数 は 横 ばい と して 見込 ん で いま す。 

 

 療養介護の見込量（ １カ月 あたり）   

 療 養 介 護  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     ２ カ 所  

  

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

3 8 人  3 4 人  3 4 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

3 4 人  3 4 人  3 4 人  3 4 人  3 4 人  3 4 人  

 

ケ  短期 入所 （シ ョ ートス テイ ）   

   新 型コ ロナ ウ イルス 感染 症 によ る 影響前 の平成 30 年 度には 、福祉

型で 129 人 が利用 し ていた 実績 をもと に 、利用 量を 見込み ま す。  
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    介 護 者 の 病 気 な ど の 他 、 休 息 の た め の ニ ー ズ が あ る こ と か ら 、 福 祉

型では 平均 約６日 の 利用を 見込 み増加 傾 向とし てい ます。   

ま た 、 医 療 的 ケ ア を 要 す る 方 が 十 分 に 利 用 で き て い な い 状 況 を 踏ま

え 、 医 療 型 の 増 加 も 見 込 み ま す が 、 現 在 の 市 内 事 業 所 数 が ３ カ 所 で あ

ること から、他の 医 療機関 等に おける 増 床の必 要性 を見込 ん でいま す。 

 

 短期入所（福祉型）の見込量（ １カ月 あたり）   

短 期 入 所 支 援  

（ 福 祉 型 ）  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     1 5 カ 所  

  

 定  員  数    1 0 5  人  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 8 9人日 3 3 6人日 4 0 9人日 

2 7 人  6 1 人  6 8 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

4 2 0人日 4 8 0人日 5 4 0人日 6 0 0人日 6 6 0人日 7 2 0人日 

7 0 人  8 0 人  9 0 人  1 0 0 人  1 1 0 人  1 2 0 人  

 

 短期入所（医療型）の見込量（ １カ月 あたり）   

短 期 入 所 支 援  

（ 医 療 型 ）  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数     ３ カ 所  

      

     ※ 空 床 型 を 含 む  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 6人日 2 5人日 4 1人日 

4 人  7 人  8 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

4 5人日 5 0人日 5 5人日 6 0人日 6 5人日 7 0人日 

1 0 人  1 1 人  1 2 人  1 3 人  1 4 人  1 5 人  

 

(2) 見 込量 確保の た めの方 策  

障がい 者 が 地域に お いて生 き生 きとし た 生活を 送る ために は 、その

人に適 した 日中活 動 の場が 必要 です 。  
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そのた め、サービ ス 利用希 望者 のニー ズ とサー ビス 供給量 の バラン

スを把 握し 、供給 量 に不足 が見 込まれ る サ ービ スに ついて は 、事業 者

と な り 得 る 団 体 等 に 対 す る 情 報 の 提 供 や 供 給 体 制 整 備 に 係 る 協 議 等

を 行 う と と も に 、 神 奈 川 県 等 と も 協 力 し て 支 援 を 検 討 し て い き ま す 。 

障がい 者の 自立を 促 進する に当 たり、福 祉施設 から 一般就 労 への移

行を基 本目 標にお い ている こと から、就 労移行 支援 等への ス テップ ア

ップ利 用を 促 し、就 労移行 支援 事業所 等 の定員 の受 け入れ や 拡大に つ

い て事 業者 に働き か けてい きま す。各 事 業にお いて 、利用 者 のニー ズ

に合っ た適 正な需 給 バラン ス に なるよ う 検討を 進め ます。  

 

３  居 住 系 サ ー ビ ス  

 (1) サ ービ スの 見 込量（ １カ 月 あた り ）  

ア  共同 生活 援助 （ グルー プホ ーム ）  

入 所 施 設 等 か ら の 地 域 生 活 移 行 が 進 む こ と を 加 味 し 利 用 量 を 見 込 み

ます 。 ここ 数年 の 新 規グ ル ープ ホー ム 開 設に よ り市 内事 業 所 の定 員数

は、現 在の 利用者 数 を上回 って おり、 必 要数は 充足 し てい ま す。  

一 方 、 対 応 す る 施 設 の 少 な い 精 神 障 が い の 方 や 医 療 的 ケ ア を 要 す る

方、 強 度行 動障 害 等 の方 の ニー ズが あ る こと か ら、 既存 の 施 設側 スタ

ッフ の 専門 性向 上 に よ り 受 け入 れ の 幅 が 広が る こと で 、 一 定 の利 用者

の増加 する よう 見 込 んでい ます 。  

 

 共同生活援助の見込量（ １カ月 あたり）   

 共 同 生 活 援 助  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数    5 5 カ 所  

 

 定  員  数    3 3 1 人  

  

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

2 3 1 人  2 6 1 人  2 6 4 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

2 7 0 人  2 8 0 人  2 9 0 人  3 0 0 人  3 0 0 人  3 0 0 人  
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イ  施設 入所 支援  

第 ４ 章 に 記 載 し た 福 祉 施 設 入 所 者 等 の 地 域 生 活 へ の 移 行 等 に 係 る

の目 標 値 を 勘案 し て 、 全 体 の入 所者 数 の 減少 傾 向を 見込 ん で いま す。 

令和８ 年度 までに 16 人の地 域 生活 移行 を目指 し て い ます が 、現在、

入所待 ちを してい る 在宅の 重度 障がい 者 の新規 入所 を見込 み 、施設 入

所者数 の減 少は緩 や かなも の に なる と 想 定して いま す。  

 

 施設入所支援の見込量（ １カ月 あたり）   

 施 設 入 所 支 援  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

（ 大 人 ）  

  事 業 所 数      ４ カ 所  

  定  員  数      2 0 1 人  

（ 児 童 ）  

  事 業 所 数      ２ カ 所  

定  員  数     7 0 人  

      (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 9 5 人  1 9 0 人  1 8 6 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1 8 4 人  1 8 2 人  1 8 0 人  1 8 0 人  1 8 0 人  1 8 0 人  

 

ウ  自立 生活 援助  

現状 、圏 域内に サー ビス提 供事 業所は あ りませ んが 、障 がい 者が安

定 し た 地 域 生 活 を 送 る 上 で 有 効 な サ ー ビ ス で あ る と 考 え ら れ ま す の

で、各 年度 １ 人 ず つ を目標 とし て利用 者 数を見 込む ことと し ます。  

 

 自立生活援助の見込量（ １カ月 あたり）   

 自 立 生 活 援 助  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数    ０ カ 所  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

0 人  0 人  0 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1 人  1 人  1 人  1 人  1 人  1 人  
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 (2) 見 込量 確保 の ための 方策  

施設入 所者 等の地 域 生活へ の移 行 や 、在 宅で障 がい 者を 支 援 してき

た 親 族 等の 高 齢 化 に よ る グ ルー プ ホ ー ム へ の ニ ーズ に 対 し て は 、 近年

のグル ープ ホーム の 新設に より 、一定 の 定員数 は確 保でき て います 。  

今 後 は 、 軽 度 の 障 が い の 方 の 居 宅 生 活 へ の 移 行 も 視 野 に 入 れ つ つ 、

ま だ 対 応し て い る 施 設 の 少 ない 精 神 障 が い 者 や 、医 療 的 ケ ア を 要 する

方、強 度行動 障 害 等 の方に 対し、既存 の 事業所 が受 け入れ ら れるよ う、

スタッ フ の 専門性 向 上 や事 業者 間の情 報 共有 を 推進 します 。  

ま た 、 令 和４ 年 度 か ら 本 市 に おい て も 日 中 サ ー ビ ス支 援 型 グ ル ープ

ホ ー ム が開 設 さ れ て い ま す が、 常 時 の 見 守 り を 必要 と す る 重 度 障 がい

の 方 の 地域 生 活 移 行 先 と し て、 他 の グ ル ー プ ホ ーム と の 一 定 の 役 割分

担 を 期 待し 、 利 用 者 の ニ ー ズに 合 っ た 受 け 入 れ に向 け て 事 業 者 の 支援

を図り ます 。  

 

４  相 談 支 援  

(1)  サービ スの 見込量 （ １カ月 あた り）  

ア  計画 相談 支援  

  す べ て の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 者 に 計 画 相 談 支 援 が 行 き 届 く こ と

が理想 です が、現 状 では サ ービ ス利用 者 数全体 の伸 びに、計 画相談事

業所の 対応 が 追い つ いてお らず 、利用 率 は 68.2％ とな ってい ます。  

このた め、月 当た り の利用 者数の 4.5 倍 が実利 用者 数 と算 定 し、目

標値と して 令和８ 年 度に 75％ の利 用率を 目指し てい ます。  

  現 在、３ 割以上 の方が セル フプラ ン を利用 して いる就 労 継続支 援の

利 用 者 の 計 画 相 談 支 援 の 利 用 促 進 を 踏 ま え 、 増 加 傾 向 を 見 込 み ま す 。 

＜再掲 ＞  

相 談 支 援

の利用状況 

平 成 30 年 度 （ 10 月 時 点 ）  令 和 ５ 年 度 （ 10 月 時 点 ）  

利用者数/サービス総利用者数 利 用 率  利用者数/サービス総利用者数 利 用 率  

計画相談支援 1,078 人 / 1,429 人  75.4％  1,152 人 /1,687 人  68.2％  

障害児相談支援 207 人 /   557 人  37.1％  221 人 /  752 人  29.3％  
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 計画相談支援の見込量（ １カ月 あたり）   

 計 画 相 談 支 援  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数    1 4 カ 所  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

2 3 9 人  2 5 1 人  2 5 6 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

2 7 0 人  2 9 0 人  3 1 0 人  3 2 0 人  3 3 0 人  3 4 0 人  

 

イ  地域 相談 支援  

地域移 行支 援につ い ては、精神病 床の 長 期入院 者 へ の地域 生 活移行

に 関 す る 十 分 な 情 報 提 供 や 潜 在 的 ニ ー ズ の 掘 り 起 こ し 等 の 利 用 促 進

を図っ てい くこと を 踏まえ 、毎年 度１ 人 ずつの 利用 者増 を 見 込みま す。 

地域定 着支 援は 、サ ービス が徐 々に浸 透 しつつ あり ますの で 、こ れ

までの 利用 実績 を 踏 まえる とと もに、施 設入所 者の 地域生 活 への移 行

見込数 等か ら利用 者 数を見 込ん でいま す 。  

 

 地域相談支援の見込量（ １カ月 あたり）   

地 域 移 行 支 援  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数    ７ カ 所  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 人  0 人  0 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

2 人  3 人  4 人  5 人  6 人  7 人  

地 域 定 着 支 援  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数    ７ カ 所  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 人  2 人  1 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

3 人  4 人  5 人  6 人  6 人  6 人  
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(3) 見 込量 確保の た めの方 策  

国 の 方 針 に 基 づ き 、 サ ー ビ ス 等 利 用 計 画 作 成 の 対 象 者 を 増 加 さ せ る

こ と と され て い る こ と か ら 、相 談 支 援 の 利 用 率 向 上 に 向 け て 、 事 業者

と市が 今後 のサー ビ ス提供 を見 据えた 対 応を図 りま す。  

相 談 支 援 専 門 員 の 人 材 確 保 と し て は 、 潜 在 的 な 有 資 格 者 の 把 握 ・ 活

用、介 護保 険制度 の ケアマ ネー ジャー に 対する 参入 の促進 を 図りま す。  

ま た 、 相 談 支 援 事 業 所 の 経 営 状 況 改 善 へ の 支 援 な ど 、 相 談 支 援 事業

者 の 負 担 軽 減 策 等 に つ い て の 事 業 者 と の 協 議 な ど 、 計 画 相 談 支 援 の 供

給量を 増や すため の 対応 に つい て検討 を 進めま す。  

 

５  障 害 児 通 所 支 援 等  

(1) サ ービ スの見 込 量（ １ カ月 あたり ）  

ア  障 害児 相談支 援  

障 害 児 相 談 支 援 に つ い て は 、 障 が い 児 の 成 長 と 変 化 に 合 わ せ て 適

切なサ ービ スを選 択 するた め、現在約 30％の利 用率 を、令和 ８年度

に 50％と する 目標値 を掲げ てい ます。  

今後の 供給 量の増 加 も含め 、利 用者数 の 増加を 想定 してい ま す。  

ま た 、 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス に お い て 、 適 正 な 利 用 機 会 の 提 供 の

ため に 、モ ニタ リ ン グに 基 づく 段階 的 な 支給 決 定な どを 進 め るに あ

たり、 障害 児相談 支 援の利 用率 の向上 が 見込ま れま す。  

 

 障害児相談支援の見込量（ １カ月 あたり）   

障 害 児 相 談 支 援  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数   ９ カ 所  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

2 2 人  2 4 人  5 4 人  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

6 0 人  8 0 人  1 0 0 人  1 1 0 人  1 2 0 人  1 3 0 人  
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イ  児 童発 達支援  

こ れ ま で の 利 用 実 績 を 基 礎 と し つ つ 、 未 就 学 児 に お け る 早 期 療 育

の方針 を踏 まえ、 利 用児童 数 と 利用量 の 増加を 見込 んでい ま す。  

 

 児童発達支援の見込量（ １カ月 あたり）   

児 童 発 達 支 援  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数      ９ カ 所  

  

 定  員  数    1 8 0 人  

 

       (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 , 7 1 5人日 1 , 6 6 3人日 1 , 5 9 9人日 

2 7 4 人  2 7 9 人  2 4 7 人  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11 年度 

1 , 6 5 0人日 1 , 7 0 0人日 1 , 7 5 0人日 1 , 8 0 0人日 1 , 8 5 0人日 1 , 9 0 0人日 

2 8 0 人  2 9 0 人  3 0 0 人  3 1 0 人  3 2 0 人  3 3 0 人  

 

ウ  医 療型 児童発 達 支援  

近 隣 市 町 に も サ ー ビ ス を 提 供 す る 事 業 者 は な く 、 新 規 の 開 設 の 見

込も あ りま せん 。 こ れま で に 利 用実 績 も な く 、 医療 的ケ ア 児 は、 看

護師 を 配置 した 児 童 発達 支 援 を 利用 す る こと が 可能 であ る こ とか ら、

利用量 は 見 込まな い ことと し ま す 。  

 

 医療型 児童発達支援の見込量（ １カ月 あたり）   

医 療 型  

児 童 発 達 支 援  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数      ０ カ 所  

  

（ 県 内 事 業 所 数  1 5 カ 所 ）  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

０ 人  ０ 人  ０ 人  

―  ―  ―  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11 年度 

―  ―  ―  ―  ―  ―  

―  ―  ―  ―  ―  ―  
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エ  居 宅訪 問型児 童 発達支 援  

県 内 に は 事 業 所 は 増 え つ つ あ り ま す が 、 圏 域 に お い て サ ー ビ ス を

提供予 定 の 事業所 が ない た め、 利用量 は 見込ま ない ことと し ます。  

 

 居 宅訪 問型児童発達支援の見込量（ １カ月 あたり）   

居 宅 訪 問 型  

児 童 発 達 支 援  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 事 業 所 数      ０ カ 所  

  

（ 県 内 事 業 所 数   1 6 カ 所 ）  

  

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

０ 人  ０ 人  ０ 人  

―  ―  ―  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11 年度 

―  ―  ―  ―  ―  ―  

―  ―  ―  ―  ―  ―  

 

オ  放 課後 等デイ サ ービス  

こ れ ま で の 実 績 と 早 期 療 育 や 発 達 障 が い へ の 認 識 の 広 が り を 加 味

し、 利 用者 数の 増 加 を見 込 みま す。 す で に定 員 数を 上回 る 利 用者 数

があ る 中、 段階 的 な 支給 決 定に より 平 均 利用 日 数を 抑え つ つ 、適 正

な利用 機会 の提供 を 図りま す。  

 

 放課後等デイサービスの見込量（ １カ月あたり）   

放 課 後 等  

デ イ サ ー ビ ス  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

  

 事 業 所 数    1 9 カ 所  

  

 定  員  数   2 0 3 人  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

3 , 6 2 2人日 4 , 6 3 4人日 4 , 7 8 0人日 

3 1 2 人  3 5 6 人  3 9 8 人  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11 年度 

4 , 8 0 0人日 4 , 8 5 0人日 4 , 9 0 0人日 4 , 9 5 0人日 5 , 0 0 0人日 5 , 0 5 0人日 

4 0 0 人  4 1 0 人  4 2 0 人  4 3 0 人  4 4 0 人  4 5 0 人  



 
57 

エ  保 育所 等訪問 支 援  

     月 １ ～ ２ 日 の 利 用 を 想 定 す る と と も に 、 イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 視 点

か ら 、 小 学 校 や 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 等 へ の 積 極 的 な 利 用 を 促 進 す るた

め、利 用者 の増加 傾 向を見 込み ます。  

 

 保育所等訪問支援の見込量（１カ月あたり）   

保 育 所 等  

訪 問 支 援  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 

 事 業 所 数   ４ カ 所  

 

 

     (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

4人日 3人日 1 4人日 

4 人  3 人  1 3 人  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10年度 令和 11 年度 

6人日 8人日 1 0人日 1 2人日 1 4人日 1 6人日 

5 人  6 人  7 人  8 人  9 人  1 0 人  

※令和 5 年度は、７月 時点のため、他 の年度末時点の数値と差異があります。  

 

キ  医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置 

医 療 的 ケ ア 児 等 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に つ い て は 、 神 奈 川 県 が 実 施 す

る 医 療 的 ケ ア 児 等 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 養 成 研 修 の 修 了 者 の み が 対 応で

き る こ と と な っ て お り 、 本 市 に は 現 状 ５ 名 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 資格

を有す る者 がい ま す 。  

令 和 ５ 年 度 は 相 談 支 援 専 門 員 と 兼 務 の 福 祉 従 事 者 の 配 置 を 調 整 中

です。  

な お 、 医 療 的 ケ ア 児 の コ ー デ ィ ネ ー ト は 福 祉 と 医 療 の 両 側 面 から

考 え る た め 、 福 祉 従 事 者 と 医 療 従 事 者 と が 連 携 し て 支 援 に 当 た れ る

ことが 望ま し いと 考 えます 。  

今 後 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー へ の ニ ー ズ や 関 わ り の 度 合 い を 見 な が ら 、

必要に 応じ て 医療 従 事者 を 含め た 配置 人 数の増 員を 検討し ま す。  
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 医療的ケア児等コーディネータ ーの配置数 の見込量   

医 療 的 ケ ア 児 に

対 す る 関 連 分 野

の 支 援 を 調 整 す

る コ ー デ ィ ネ ー

タ ー の 配 置 人 数  

第 ２ 期 計 画 利 用 実 績    ＜ 市 内 事 業 所 の 状 況 ＞  

 

 配 置 人 数   ０ 人  

 

        (令 和 ５ 年 1 0 月 時 点 )  

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

―  ―  １  

第 ３ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

１ 人  １ 人  １ 人  1 人  1 人  1 人  

※令和 5 年度は、1 人の配置を調整中  

(2) 見 込量 確保の た めの方 策  

     本 市では 、 障害児 通所 支援等 の サービ スを 実施し て いる事 業所 が、

そ れ ぞ れの 事 業 所 の 特 徴 を 生か し 、 事 業 所 ご と に機 能 や 役 割 を 果 たし

ていま す。  

今 後 の 取 組 み と し て 、 見 込 量 と 実 績 の 推 移 を 勘 案 し な が ら 、 支 援利

用 希 望 者 の 受 入 態 勢 の 確 保 や 専 門 ス タ ッ フ の 充 実 に つ い て 事 業 者 に 働

きかけ てい きます 。  

 

  



 
59 

第６章  地域生活支援事業の実施に関する事項  

 

１  実 施 す る 事 業 の 内 容  
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・レクリエーション活動等支援

・芸術文化活動振興

・点字・声の広報等発行

・奉仕員養成研修（点訳奉仕員・朗読奉仕員等）

・複数市町村による意思疎通支援の共同実施促進

・家庭・教育・福祉連携推進事業

・盲人ホームの運営

・知的障害者職親委託

・雇用施策との連携による重度障害者等就労支援特別事業

就業・就労支援に関する事業

社会参加支援に関する事業

・専門性の高い相談支援事業（発達障害、高次脳機能障害等）

・専門性の高い意思疎通支援を行う者の養成研修事業

　（手話通訳者・要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員等）

・専門性の高い意思疎通支援を行う者の派遣事業

　（手話通訳者・要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員等）

・意思疎通支援を行う者の派遣に係る市町村相互の連絡調整事業

・広域的な支援事業（地域のネットワーク構築支援、発達障害者支援地域協議会等）

サービス・相談支援者、指導者育成事業

・審査会委員、相談支援従事者等、居宅介護従事者等、障害者ピアサポーター　等

日常生活支援に関する事業

・福祉ホームの運営

・オストメイト(人工肛門、人工膀胱造設者)社会適応訓練

・音声機能障害者発声訓練

・児童発達支援センター等の機能強化

・矯正施設等を退所した障害者の地域生活への移行促進

・医療型短期入所事業所開設支援

・障害者の地域生活の推進に向けた体制強化支援事業

社会参加支援に関する事業

・手話通訳者設置

・字幕入り映像ライブラリーの提供

・点字・声の広報等発行

・点字による即時情報ネットワーク

・都道府県障害者社会参加推進センター運営

・奉仕員養成研修（手話奉仕員、点訳奉仕員、朗読奉仕員等）

・レクリエーション活動等支援

・芸術文化活動振興

・サービス提供者情報提供等

・障害者自立(いきいき)支援機器普及アンテナ事業

・企業ＣＳＲ連携促進

就業・就労支援に関する事業

・盲人ホームの運営

・重度障害者在宅就労促進(バーチャル工房支援)

・一般就労移行等促進

・障害者就業・生活支援センター体制強化等

重度障害者に係る市町村特別支援

障害福祉のしごと魅力発信事業

特別支援事業 予め厚生労働省に協議を行い承認を得て実施

都道府県地域生活支援事業

都道府県必須事業

都道府県任意事業

・レクリエーション活動等支援

・芸術文化活動振興

・点字・声の広報等発行

・奉仕員養成研修（点訳奉仕員・朗読奉仕員等）

・複数市町村による意思疎通支援の共同実施促進

・家庭・教育・福祉連携推進事業

・盲人ホームの運営

・知的障害者職親委託

・雇用施策との連携による重度障害者等就労支援特別事業

就業・就労支援に関する事業

社会参加支援に関する事業
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(1) 必 須事 業  

地 域生 活 支 援 事業 と し て、 次 の 事 業を 実 施 し、 障 が い 者等 の 地 域社 会

での自 立し た生活 と 社会参 加を 促進す る よう努 めま す。  

な お、 本 市 で は、 日 常 生活 用 具 費 支給 事 業 、移 動 支 援 事業 に お いて 、

低所得 者層 の利用 者 負担の 無料 化を図 っ ていま す。  

ア  理 解促 進研修 ・ 啓発事 業  

障がい 者等 が日常 生 活及 び 社会 生活を 営 む上で 生じ る「 社会 的障壁」

をなく すた め、 日 ご ろ、障 がい 者等 と接 する機 会の 少な い市 民に対 し

て、障 がい 者等 に対 する理 解を 深め るた めの研 修会 やイ ベン ト等の 啓

発活動 を行 います 。  

  イ  自 発的事 業 支援事 業  

障がい 者団 体や 障が い関係 施設 自ら が、 地域を 対象 に行 う活 動を支

援しま す。  

・専門性の高い相談支援事業（発達障害、高次脳機能障害等）

・専門性の高い意思疎通支援を行う者の養成研修事業

　（手話通訳者・要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員等）

・専門性の高い意思疎通支援を行う者の派遣事業

　（手話通訳者・要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員等）

・意思疎通支援を行う者の派遣に係る市町村相互の連絡調整事業

・広域的な支援事業（地域のネットワーク構築支援、発達障害者支援地域協議会等）

サービス・相談支援者、指導者育成事業

・審査会委員、相談支援従事者等、居宅介護従事者等、障害者ピアサポーター　等

日常生活支援に関する事業

・福祉ホームの運営

・オストメイト(人工肛門、人工膀胱造設者)社会適応訓練

・音声機能障害者発声訓練

・児童発達支援センター等の機能強化

・矯正施設等を退所した障害者の地域生活への移行促進

・医療型短期入所事業所開設支援

・障害者の地域生活の推進に向けた体制強化支援事業

社会参加支援に関する事業

・手話通訳者設置

・字幕入り映像ライブラリーの提供

・点字・声の広報等発行

・点字による即時情報ネットワーク

・都道府県障害者社会参加推進センター運営

・奉仕員養成研修（手話奉仕員、点訳奉仕員、朗読奉仕員等）

・レクリエーション活動等支援

・芸術文化活動振興

・サービス提供者情報提供等

・障害者自立(いきいき)支援機器普及アンテナ事業

・企業ＣＳＲ連携促進

就業・就労支援に関する事業

・盲人ホームの運営

・重度障害者在宅就労促進(バーチャル工房支援)

・一般就労移行等促進

・障害者就業・生活支援センター体制強化等

重度障害者に係る市町村特別支援

障害福祉のしごと魅力発信事業

特別支援事業 予め厚生労働省に協議を行い承認を得て実施

都道府県地域生活支援事業

都道府県必須事業

都道府県任意事業

・レクリエーション活動等支援

・芸術文化活動振興

・点字・声の広報等発行

・奉仕員養成研修（点訳奉仕員・朗読奉仕員等）

・複数市町村による意思疎通支援の共同実施促進

・家庭・教育・福祉連携推進事業

・盲人ホームの運営

・知的障害者職親委託

・雇用施策との連携による重度障害者等就労支援特別事業

就業・就労支援に関する事業

社会参加支援に関する事業
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ウ  相 談支 援事業  

障 が い 者 、 障 が い 児 の 保 護 者 又 は 障 が い 者 の 介 護 を 行 う 方 な ど の

一般的 な相 談に応 じ 、必要な 情報 の提供 や助言 など を行う も のです。 

本市及 び足 柄下郡 ３ 町では 、令 和２年 12 月に、 障害者 相談 支援事

業 の 再 編 を 行 う と と も に 、 地 域 に お け る 相 談 支 援 の 中 核 的 な 役 割 を

担う機 関と して、 基 幹相談 支援 センタ ー を設置 しま した。  

  エ  成 年後見 制 度利用 支援 事業  

知 的 障 が い 者 又 は 精 神 障 が い 者 に 対 し 、 自 己 決 定 権 の 尊 重 や 本 人の

権利を 守り 生活を 支 援する ため 、成年 後 見制度 の利 用を支 援 します 。  

  オ  成 年後見 制 度法人 後見 支援事 業  

成 年 後 見 制 度 に お け る 後 見 等 の 業 務 を 適 切 に 行 う こ と が で き る 法人

を 確 保 で き る 体 制 を 整 備 す る と と も に 、 市 民 後 見 人 の 活 用 も 含 め た 法

人後見 の活 動を支 援 するこ とで 、障害 者 の権利 擁護 を図り ま す。  

カ  意 思疎 通支援 事 業  

   (ア ) 手話通 訳 者・ 要 約筆 記者派 遣 事業  

手 話 通 訳 者 又 は 要 約 筆 記 者 を 派 遣 し 、 聴 覚 障 が い 者 の 情 報 保 障 を

図りま す。  

(イ ) 手 話通 訳者 設 置事業  

聴 覚 障 が い 者 の 情 報 保 障 を 充 実 す る た め 、 障 が い 福 祉 課 窓 口 に 手

話通訳 者を 配置し ま す。  

キ  日 常生 活用具 費 支給事 業  

自 立 生 活 支 援 用 具 な ど を 必 要 と す る 重 度 障 が い 者 等 に 日 常 生 活 用具

費を給 付し 、日常 生 活の利 便の 向上を 図 ります 。  

ク  手 話奉 仕員養 成 研修事 業  

日 常 会 話 程 度 の 手 話 表 現 技 術 を 習 得 し た 手 話 奉 仕 員 、 要 約 筆 記 に必

要 な 技 術 等 を 習 得 し た 要 約 筆 記 奉 仕 員 を 養 成 す る た め 、 講 習 会 を 開 催

します 。  
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ケ  移 動支 援事業  

    屋 外 で の 移 動 が 困 難 な 障 が い 者 等 に 対 し て 、 外 出 の た め の 支 援 を 行

うこと によ り、地 域 におけ る自 立生活 及 び社会 参加 の促進 を 図りま す。 

コ  地 域活 動支援 セ ンター 事業  

創 作 的 活 動 又 は 生 産 活 動 の 機 会 の 提 供 、 社 会 と の 交 流 の 促 進 な どを

行 い 、 障 が い 者 の 日 中 活 動 の 場 と な る 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー の 運 営 を

支援し ます 。  

(2) 任 意事 業  

任 意 の 地 域 生 活 支 援 事 業 と し て 、 次 の 事 業 を 実 施 し 、 障 が い 者 等 が 地

域 社 会 で 自 立 し て 生 活 で き る よ う 、 ま た 、 障 が い 者 等 の 社 会 参 加 を 促 進

するよ う努 めます 。  

なお、本 市で は、訪 問入浴 サー ビス事 業 、日中一 時支 援事業 におい て、

低所得 者層 の利用 者 負担の 無料 化を図 っ ていま す。  

ア  日常 生活 支援 に 関する 事業  

(ア ) 訪 問入 浴サ ー ビス事 業  

在 宅 で の 入 浴 が 困 難 な 重 度 障 が い 者 に 対 し て 、 訪 問 に よ る 入 浴 サ

ー ビ ス を 実 施 す る こ と に よ り 、 障 が い 者 の 身 体 の 清 潔 の 保 持 、 心身

機能の 維持 等を図 り ます。  

(イ ) 日 中一 時支 援 事業  

      障 が い 者 等 を 預 か り 、 日 中 に お け る 活 動 の 場 を 確 保 す る こ と に よ

り 、 障 が い 者 等 の 家 族 の 就 労 支 援 及 び 一 時 的 休 息 の 取 得 の 促 進 を図

ります 。  

イ  社会 参加 支援 に 関する 事業  

(ア ) レ クリ エー シ ョン活 動等 支援  

     障 が い 者 等 の 健 康 の 保 持 促 進 を 図 り 、 社 会 参 加 の 機 会 を 拡 大 で き

る よ う 、 多 く の 障 が い 児 者 が 参 加 で き る レ ク リ エ ー シ ョ ン 事 業 等を

障がい 福祉 関係団 体 と行政 機関 等が協 力 して実 施し ます。  
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   (イ ) 芸術 文 化活動 振興  

     障 が い 者 等 の 文 化 活 動 を 通 じ た 社 会 参 加 と 障 が い 者 相 互 、 地 域 住

民 と の 交 流 機 会 の 創 出 の た め 、 県 西 地 域 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業所

や行政 機関 等が協 力 して、 県西 地区障 害 者文化 事業 を開催 し ます。  

   (ウ ) 点字 ・ 声の広 報等 発行  

     文 字 に よ る 情 報 の 入 手 が 困 難 な 視 覚 障 が い 者 等 の た め 、 点 訳 や 音

訳 な ど の 方 法 に よ り 、 市 広 報 紙 や 障 が い 福 祉 ガ イ ド ブ ッ ク の 情 報を

提供し ます 。  

 

２  事 業 の 実 施 状 況 及 び 見 込 量 等  

 

(1) 理 解促 進研修 ・ 啓発事 業  

   障 が い や 障 が い 者 に 関 す る 市 民 の 理 解 を 深 め る た め 、 理 解 促 進 の た め の

研 修・イ ベ ン ト 等 を 通 じ た 啓 発 事 業 、精 神 保 健 福 祉 地 域 交 流 会 開 催 事 業 を 実

施 し ま す 。  

 理解促進研修・啓発事業の実施状況と実施予定   

理 解 促 進 研 修  

・ 啓 発 事 業  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績     

  

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実 施  実 施  実 施  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  

 

(2) 自 発的 活動支 援 事業  

自 発 的 活 動 へ の 支 援 を 行 う と と も に 、今 後 、さ ら な る 民 間 団 体 等 の 自 発 的  

活 動 の 支 援 に つ い て 、 検 討 を 行 い ま す 。  
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 自発的活動支援事業の実施状況と実施予定   

自 発 的 活 動  

支 援 事 業  

 

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績     

  

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実 施  実 施  実 施  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  

 

(3) 相 談支 援事業  

   令 和 ２ 年 度 に 、障 害 者 相 談 支 援 事 業 の 再 編 を 行 う と と も に 、基 幹 相 談 支 援  

 セ ン タ ー を 設 置 し ま し た 。今 後 は 、基 幹 相 談 支 援 セ ン タ ー を 核 と し た 重 層 的  

な 相 談 支 援 体 制 を 構 築 ・ 強 化 し て い き ま す 。  

 相談支援事業の実施状況と実施予定   

実 績  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

障 害 者 相 談 支 援

事 業  
1 カ 所  1 カ 所  1 カ 所  

基 幹 相 談 支 援  

セ ン タ ー の 設 置  
検 討  検 討  実 施  

基 幹 相 談 支 援  

セ ン タ ー 等  

機 能 強 化 事 業  

実 施  実 施  実 施  

住 宅 入 居 等  

支 援 事 業  
―  ―  ―  

見 込  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

障 害 者 相 談 支 援

事 業  
1 カ 所  1 カ 所  1 カ 所  1 カ 所  1 カ 所  1 カ 所  

基 幹 相 談 支 援  

セ ン タ ー の 設 置  
実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  

基 幹 相 談 支 援  

セ ン タ ー 等  

機 能 強 化 事 業  

実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  

住 宅 入 居 等  

支 援 事 業  
―  ―  ―  検 討  検 討  実 施  
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(4) 成 年後 見制度 利 用支援 事業  

   後 見 人 等 を 申 立 て 、成 年 後 見 制 度 を 利 用 す る 方 は 、年 々 増 加 し て い ま す 。  

今 後 も 住 み 慣 れ た 地 域 で そ の 人 ら し い 生 活 を 送 る た め の 支 援 と し て 、成 年 後  

見 制 度 の 利 用 を 促 進 し 、 所 要 量 を 見 込 み ま す 。  

  成年後見制度利用支援事業の実施状況と実施予定（年間）   

成 年 後 見 制 度  

利 用 支 援 事 業  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績     

  

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 5 件  2 0 件  2 2 件  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

2 5 件  2 7 件  2 9 件  3 1 件  3 3 件  3 5 件  

※  数値は、各年度の申立費用助成及び報 酬助成の年間実績件数又は年間見込件 数 

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 年 間 見 込 件 数  

 

(5) 成 年後 見制度 法 人後見 支援 事業  

   本 市 で は 、 成 年 後 見 制 度 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 令 和 ４

年 10 月 に中 核機 関 （おだ わら 成年後 見 支援セ ンタ ー）を 設 置しま した。

中 核 機 関 で は 、 後 見 制 度 の 理 解 を 深 め る た め の 広 報 、 制 度 利 用 や 後 見 業

務 に 関 す る 相 談 を 担 い 、 成 年 後 見 制 度 の 利 用 を 促 進 し て い ま す 。 ま た 、

市民後 見人 の活用 も 含めた 法人 後見の 活 動を支 援に ついて は 、高齢福 祉、

障 が い 福 祉 が 連 携 し て 体 制 を 整 備 し 、 成 年 後 見 人 等 の 担 い 手 を 確 保 し 、

成年後 見制 度の普 及 を一層 推進 してい く ことと して います 。  

  成年後見制度法人後見支援事業 の実施状況と実施予定（年間）   

成 年 後 見 制 度 法

人 後 見 支 援 事 業  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績     

  

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

検 討  実 施  実 施  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  
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(6) 意 思疎 通支援 事 業  

   手 話 通 訳 者 ・ 要 約 筆 記 者 の 派 遣 件 数 は 、 年 度 ご と の 増 減 は あ り ま す が 、  

300 件 前 後 で 推 移 し て い る こ と を 踏 ま え 、 所 要 量 を 見 込 み ま す 。  

  手 話 通 訳 者 の 設 置 に つ い て は 、 県 内 他 市 に 先 駆 け て 、 正 規 職 員 と し て  

手 話 通 訳 士 を １ 名 配 置 し て い ま す 。 今 後 も 継 続 し て 配 置 し て い き ま す 。  

 ま た 、with コ ロ ナ 、after コ ロ ナ 期 に お け る 意 思 疎 通 支 援 の 確 保 の た め 、

デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 遠 隔 手 話 通 訳 シ ス テ ム の 活 用 な ど の 新 た な 技 術 に

つ い て も 研 究 し て い き ま す 。  

 意思疎通支援事業の実施状況と実施予定 （年間）  

実 績  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

手 話 通 訳 者 ・

要約筆記者派遣事業 
2 8 4 件  2 2 5 件  3 0 0 件  

手話通訳者設置事業 1 人  1 人  1 人  

見 込  
第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

手 話 通 訳 者 ・

要約筆記者派遣事業 
3 0 0 件  3 0 0 件  3 0 0 件  3 0 0 件  3 0 0 件  3 0 0 件  

手話通訳者設置事業 1 人  1 人  1 人  1 人  1 人  1 人  

※  手 話 通 訳 者 ・ 要 約 筆 記 者 派 遣 事 業 の 数 値 は 、 各 年 度 の 年 間 派 遣 実 績 件 数  

又 は 年 間 派 遣 見 込 件 数 。 な お 、 令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 年 間 派 遣 見 込 件 数  

※  手 話 通 訳 者 設 置 事 業 の 数 値 は 、 各 年 度 の 設 置 実 績 人 数 又 は 設 置 見 込 人 数  

 

(7) 日 常生 活用具 費 支給 事 業  

   障 が い 者 の 高 齢 化 や 障 が い の 重 度 化 等 に よ り 、 給 付 件 数 は 増 加 傾 向 に あ   

  り ま す 。特 に 介 護・訓 練 支 援 用 具 や 在 宅 療 養 等 支 援 用 具 、排 せ つ 管 理 支 援 用

具 等 の 増 加 に 加 え 、定 期 的 な 対 象 品 目 、助 成 基 準 額 の 改 定 や 、開 発 が 進 む 新

た な 用 具 の 対 象 品 目 化 等 や 見 直 し を 行 っ て い く こ と を 想 定 し ま す 。  

一 方 、 国 の 補 装 具 給 付 の 指 針 に あ る 介 護 保 険 の 福 祉 用 具 貸 与 の 優 先 の 考

え 方 や 、デ ジ タ ル 化 の 進 展 に 伴 う ス マ ー ト フ ォ ン・タ ブ レ ッ ト 等 の 日 常 的 な

Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 普 及 も 踏 ま え て 、 所 要 量 を 見 込 み ま す 。  
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 日常生活用具 費支給事業の実績と見込（年間）  

実 績  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 ＜ 令 和 ３ 年 度 ＞  

   

合 計  3 , 9 0 8 件  

  

  総 額  3 7 , 9 9 5 , 5 1 7 円  

 

 

＜ 令 和 ４ 年 度 ＞  

  

 合 計  3 , 8 0 4 件  

 

 総 額  3 8 , 6 5 1 , 7 5 1 円  

令 和  

３ 年 度  

令 和  

４ 年 度  

令 和  

５ 年 度  

介 護 ・ 訓 練 

支 援 用 具 
1 4 件  9 件  1 2 件  

自 立 生 活 

支 援 用 具 
2 3 件  1 0 件  2 6 件  

在 宅 療 養 等 

支 援 用 具 
1 0 件  1 0 件  2 6 件  

情 報 ・ 意 思 疎 通 

支 援 用 具 
4 6 件  5 0 件  3 8 件  

排 せ つ 管 理 用 具 3 , 8 1 5 件  3 , 7 2 0 件  3 , 8 2 8 件  

居 宅 生 活 動 作 

補 助 用 具 
8 件  5 件  0 件  

見 込  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令 和  

６ 年 度  

令 和  

７ 年 度  

令 和  

８ 年 度  

令 和  

９ 年 度  

令 和  

1 0 年 度  

令 和  

1 1 年 度  

介 護 ・ 訓 練 

支 援 用 具 
1 2 件  1 3 件  1 4 件  1 5 件  1 6 件  1 7 件  

自 立 生 活 

支 援 用 具 
2 3 件  2 5 件  3 0 件  3 1 件  3 2 件  3 3 件  

在 宅 療 養 等 

支 援 用 具 
2 5 件  2 6 件  2 7 件  2 8 件  2 9 件  3 0 件  

情 報 ・ 意 思 疎 通 

支 援 用 具 
4 5 件  4 5 件  4 5 件  4 5 件  4 5 件  4 5 件  

排 せ つ 管 理 用 具 3 , 8 5 0 件  3 , 9 0 0 件  3 , 9 5 0 件  3 , 9 5 0 件  3 , 9 5 0 件  3 , 9 5 0 件  

居 宅 生 活 動 作 

補 助 用 具 
5 件  5 件  5 件  5 件  5 件  5 件  

※  数 値 は 、 各 年 度 の 年 間 給 付 実 績 件 数 又 は 年 間 給 付 見 込 件 数  

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 年 間 見 込 件 数  
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(8) 手 話奉 仕員養 成 研修事 業  

   聴覚 障がい 者 へのコ ミュ ニケー シ ョン支 援の 担い手 の 裾野を 広げ るた  

め、今 後も 継続し て 養成研 修を 実施し て いきま す。  

  手話奉仕員養成研修事業の 実績と見込（年間）  

手 話 奉 仕 員  

養 成 研 修 事 業  

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績     

  

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

1 6 人  1 6 人  1 6 人  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

1 5 人  1 5 人  1 5 人  1 5 人  1 5 人  1 5 人  

※  数 値 は 、 各 年 度 の 研 修 終 了 人 数 又 は 研 修 修 了 見 込 者 数 （ 例 年 の 募 集 定 員 数 ） 

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 見 込 者 数  

 

(9) 移 動支 援事業  

   需 要 に 対 し 供 給 が 不 足 し て い る サ ー ビ ス で す 。 地 域 移 行 の 促 進 に 伴 う

施 設 入 所 者 の 外 出 支 援 の 促 進 等 を 踏 ま え 、 サ ー ビ ス 提 供 事 業 者 の 受 入 れ

に係る 環境 整備等 に 対する 支援 により 、 利用量 の 増 を見込 み ます。  

 移 動支 援事業の実績と見込（年間）  

実 績  
第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

年 間 実 利 用 者 数 1 8 4 人  2 1 6 人  1 8 0 人  

年間延べ利用時間 2 0 , 8 7 4 h  2 1 , 3 6 2 h  2 0 , 3 2 4 h  

見 込  
第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

年 間 実 利 用 者 数 1 9 0 人  2 0 0 人  2 1 0 人  2 2 0 人  2 3 0 人  2 4 0 人  

年間延べ利用時間 2 0 , 8 0 0 h  2 1 , 9 0 0 h  2 2 , 3 0 0 h  2 4 , 0 0 0 h  2 5 , 2 0 0 h  2 6 , 2 0 0 h  

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 見 込 値  
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(10) 地 域活 動支 援 センタ ー事 業  

   事 業 所 数 に 変 動 は 見 込 ま れ な い が 、 令 和 ５ 年 に 利 用 登 録 者 数 の 増 加 が

あった こと に かん が み、利 用 量 を見込 み ます。  

 地域活動支援センター事業の事業所数と実利用者数  

実 績  
第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

事 業 所 数 7 カ 所  7 カ 所  7 カ 所  

１ 日 当 た り 

実 利 用 者 数 
5 7 人  5 5 人  6 0 人  

見 込  
第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

事 業 所 数 7 カ 所  7 カ 所  7 カ 所  7 カ 所  7 カ 所  7 カ 所  

１ 日 当 た り 

実 利 用 者 数 
6 0 人  6 0 人  6 0 人  6 0 人  6 0 人  6 0 人  

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 見 込 値  

 

(11) 訪 問入 浴サ ー ビス事 業  

   利 用 者 数 は 令 和 ３ 年 度 を ピ ー ク と し 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影

響によ る減 少は回 復 傾向に あり ます。 1 人当た りの 利用回 数 は 年間 約 50

回 と 増 加 傾 向 に あ る た め 、 今 後 は 介 護 保 険 の サ ー ビ ス の 活 用 を 図 り な が

ら 、こ れら を勘案 し 利用量 を見 込んで い ます。  

 訪問入浴サービス事業の実績と見込（年間）  

実 績  
第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

年 間 実 利 用 者 数 2 6 人  2 1 人  1 7 人  

年間延べ利用回数 1 , 0 8 7 回  1 , 1 1 4 回  8 0 6 回  

見 込  
第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

年 間 実 利 用 者 数 2 5 人  2 7 人  2 9 人  3 0 人  3 0 人  3 0 人  

年間延べ利用回数 1 , 2 5 0 回  1 , 2 6 9 回  1 , 2 7 6 回  1 , 3 0 0 回  1 , 3 0 0 回  1 , 3 0 0 回  

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 見 込 値  
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(12) 日 中一 時支 援 事 業  

   需 要 に 対 し 供 給 が 不 足 し て い る た め 、 利 用 者 に 応 じ た 適 切 な 利 用 量 の

確 保 を 図 り な が ら 、 利 用 者 数 の 増 加 を 見 込 み ま す 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感染症 の 影 響前 の 年 間 150 人程 度 の 利 用 者数 と 、障 がい児 の 放課後 等デ

イサー ビス の不足 分 を補う 利用 等も見 込 み 、利 用量 の増を 見 込みま す。  

 日中一時支援事業の実績と見込（年間）  

実 績  
第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

年 間 実 利 用 者 数 7 6 人  6 3 人  7 3 人  

年間延べ利用回数 2 , 7 4 4 回  2 , 6 8 3 回  1 , 9 5 2 回  

見 込  
第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

年 間 実 利 用 者 数 1 0 0 人  1 1 0 人  1 2 0 人  1 3 0 人  1 4 0 人  1 5 0 人  

年間延べ利用回数 4 , 0 0 0 回  4 , 1 8 0 回  4 , 3 2 0 回  4 , 4 2 0 回  4 , 4 8 0 回  4 , 5 0 0 回  

※  令 和 ５ 年 度 の 数 値 は 、 見 込 値  

 

(13) 障 がい 者ス ポ ーツ・ 文化 活動支 援 事業  

知 的 障 が い 者 に 休 日 に お け る 活 動 の 場 を 提 供 す る 、知 的 障 が い 者 サ ー ク ル  

 活 動 事 業 の 実 施 や 、県 西 地 区 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 や 行 政 、関 係 機 関 に  

よ り 開 催 す る 、県 西 地 区 障 害 者 文 化 事 業 へ の 参 画 等 、障 が い 者 等 の 社 会 参 加   

を 促 進 す る 事 業 を 実 施 し ま す 。  

 障がい者スポーツ・文化活動支援事業の実施状況と実施予定   

ス ポ ー ツ・文 化  

活 動 の 支 援  

    

第 ６ 期 計 画 利 用 実 績  

 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 

実 施  実 施  実 施  

第 ７ 期 計 画 見 込 量  

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  実 施  
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障 が い 者 等 や そ の 家 族 、 関 係 機 関 、 地 域 の キ ー パ ー ソ ン 等 に 対 し て 、 サ ー

ビ ス 内 容 と サ ー ビ ス 提 供 事 業 者 に 関 す る 情 報 を 提 供 し 、 事 業 の 円 滑 な 実 施 を

図 る と と も に 、 障 が い 者 等 が 利 用 し や す い サ ー ビ ス と な る よ う 、 当 事 者 及 び

事 業 者 か ら の 意 見 聴 取 や 協 議 を 行 い 、 施 策 に 反 映 さ せ る こ と で 見 込 量 の 確 保

に努め ます 。  

 

  

３  事 業 の 見 込 量 確 保 の た め の 方 策  
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第７章  計画の達成状況の点検及び評価  

 

障 が い 福 祉 計 画 に お け る サ ー ビ ス 見 込 量 や 数 値 目 標 の 達 成 状 況 に つ い て は 、

本市と 箱根 町、真鶴 町及び 湯河 原町で 共 同設置 して いる「小 田原市・箱根町・

真鶴町・湯河 原町地 域障害 者自 立支援 協 議会」に 報告 し、点 検・評価 を受 ける

ととも に、 計画の 達 成に必 要な 施策を 実 施しま す。  

ま た 、 必 要 に 応 じ て 障 が い 福 祉 課 が 中 心 と な っ て 、 関 係 す る 各 課 及 び 各 機

関に対 する 調査を 実 施し、 事業 の進捗 状 況や課 題の 把握を 行 います 。  

各 種 の 情 報 ・ 要 望 に つ い て は 、 毎 年 総 合 的 に 内 容 を 分 析 し 、 計 画 の 進 捗状

況の点 検と 合わせ て 検討し ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

小田原市・箱根町・真鶴町・湯河原町地域障害者自立支援協議会  組織図  

※各部会においては、必要に応じてオブザーバーとして関係機関の参加を依頼できます。  

相互に連携 
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参考１  用語解説  

 

○一般就労（ P.8,14,27,27,29,34,50）  

障がい者の就労形態のひとつで、一般の企業などで雇用契約に基づい

て就業したり、在宅就労すること 。  

 

〇医療的ケア児（ P.3,18,19,20,22,55,57,58）  

  医学の進歩を背景として、ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）等に長期入

院した後、引き続き 、人工呼吸器 や たんの吸引（気管に溜まったたんを

吸引する）、経管栄養（ チューブを使って、鼻や腹部の皮膚を通 じて、胃

に直接や栄養を送ること）などの医療的なケアを必要とする子どものこ

と。  

 

〇インク ルージョン（ P.17,57）  

障害があっても地域で地域の資源を利用し，市民が包み込んだ共生社

会を目指すという理念。  

児童の場合は、障がいの 有無にかかわらず、すべての児童が共に成長でき

るような地域社会への参加や包容を意味する 。  

 

〇基幹相談支援センター（ P.13,21,22,24,30,62,65）  

  地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、総合的・専

門的な相談支援、地域の相談支援体制の強化の取組、地域移行・地域定

着の促進、権利擁護・虐待防止等の業務を総合的に行う機関 。  

 

〇強度行動障害（ P.12,13,18,19,22,23,44,50,52）  

  直接的な他害（かみつき、頭突き）や間接的な他害（睡眠の乱れ等）、  

自傷行為等が、通常では考えられない頻度と形式で出現している状態 の

こと。  
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〇高次脳機能障 害 （ P.2）  

  脳卒中などの病気や交通事故、心肺停止による低酸素脳症などで脳が

ダメージを受けたために、思考・記憶・行為・言語・注意などの脳機能

の一部に障害が起き、 日常生活や社会生活に支障を来す状態のこと 。  

 

○合理的配慮（ P.1,2,3,18）  

障がいのある人が障がいのない人と平等に人権を享受し行使できるよ

う、一人ひとりの特徴や場面に応じて発生する障がい・困難さを取り除

くための、個別の調整や変更（適切な便宜や助け）のこと 。  

 

〇児童発達 支援センター（ P.17）  

地域の障がいのある児童を通所させて、日常生活における基本的動作

の指導、自活に必要な知識や技能の付与又は集団生活への適応訓練を行

う施設のこと。開設には、専門職員の配置などの人員基準や必要とする

設備や備品などを定めた設備基準の要件を満たす必要があ る。  

 

○社会的障壁（ P.1,2,3,61）  

障がい者等 にとって日常生活や社会生活を営む上で支障となる 事物、

制度、慣行 、観念 のこと。「 障がい」は個人の心身機能の障 がいと社会的

障壁の相互作用によって創り出されているものであり、社会的障 壁を取

り除くのは社会の責務である、という「障害の社会モデル」 という考え

方に基づく概念 。  

 

〇重症心身障がい児（ P.19,20,36）  

  重い身体障がい（肢体不自由）の他 に、様々な程度の精神遅滞（知的  

障がい )やてんかんや行動障害 などを合併している児のこと。昭和 41 年

の旧厚生省の定義では、「身体的・精神的障害が重複し、かつ、それぞれ

の障害が重度である児童」とされている 。  
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〇精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム（ P.13,26）  

精神障害の有無にかかわらず、誰もが安心して自分らしく暮らすこと

ができるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加（就労 など）、

地域の助け合い、普及啓発（教育など）が包括的に確保された 支援体制。

高齢者の支援 を念頭に し た「地域包括ケアシステム」における、必要な

支援を地域の中で包括的に提供し、地域での自立した生活を支援すると

いう考え方を、精神障 がい 者のケアにも応用したもの 。  

 

〇地域共生社会（ P.7）  

  地域のあらゆる住民が、互いに人格と個性を認め合いながら、「支え手」  

と「受け手」 という関係を超えて 、地域、暮らし、生きがいをともに創

り、高め合うことができる社会の こと。  

 

○地域生活支援事業（ P.3,59,61,63）  

市町村及び都道府県が、国（市町村にあっては都道府県も）の補助を  

受け、障がい者等が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができ

るよう、それぞれの地域の特性や利用者の状況に応じて実施する事業の

こと。  

 

〇レスパイト（ P.19）  

  障 が い の あ る 人 を 介 護 す る 家 庭 の 家 族 が 一 時 的 に 休 息 を と れ る よ う

にサポートすること。（家族の外出、行事などの際の短期入所利用など）  
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参考２  アンケート調査及び市民意見等の募集について 

 

 パブリックコメントの結果を踏まえて作成予定  
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参考３ 計画の策定経過 

 

 今後の策定経過を踏まえて作成予定 
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